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町 章 町 章 の 由 来

町制15周年を記念して一般から募集し、昭和44年10月1日

に制定しました。

「久」の文字を近代感覚により図案化したもので、町民の融和

と団結を太い円で表わし、 さらに産業、文化など町勢の飛躍的発

展を飛鳥の姿で象徴しています。

久 御 山 町 住 民 憲 章

〔前 文〕

わたくしたちは、 美しい自然と歴史に恵まれて、 たゆみなく前進しっづけている久御山町の住

民です。 自然と調和した生活環境の中で、文化・教育の向上をはかり、平和で豊かな暮らしを営

むことが、わたくしたちみんなの願いです。

わ た く し た ち は 、 き ょ う の 暮 ら し を みっめ、あすのしあわせを築くために、みんなが力をあわ

せ希望に満ちた、まちづくりを進めます。

わたくしたちは、 この憲章が住民の総意にもとづいて定められたことを喜び、 わたくしたちの

名誉にかけて、 これを守ります。

〔本 文〕

◆ わたくしたちは、心とからだをきたえ、健康で明るい、住民生活優先のまちづくりを進めま

◆

◆

◆

◆

し ょ う 。

わたくしたちは、 澄んだ空、 美しい川、 花と緑の自然を守るため、 公害の防止と排除に努め

ま し ょ う 。

わたくしたちは、 おとしよりや不自由な人を大切にし、 青年や子どもたちみんなが、夢と希

望のもてる地域社会をっくりましょう。

わたくしたちは、お互いに助け合い、手をたずさえて、よりよい環境と健全な家庭を築きま

し ょ う 。

わたくしたちは、心から平和を愛し、お互いの人権を尊重して、暮らしを高めましょう。

(昭和50年3月制定)

町の木 「さざんか」 町の花 「さっき」 町の鳥 「 ケ リ 」

(昭和47年3月制定) (昭和47年3月制定) (令和元年10月制定)



( 3 ) 歴  史

「 巨 椋 の 入 江 響 ( と よ ) む な り 射 目 人 ( い め び と ) の 伏 見 が 田 井 に 雁 渡 る ら し 」

と 、  万葉の古歌に詠まれた巨椋池は、 その風光明媚な景勝を愛でて、文人墨客の

往来がたえなかった。 巨椋池の沿岸に位置していた本町は、 巨椋池の豊富な資源

で生活し、変遷とともに歩んできた。古くはその巨椋池南辺に、南山城地域で最

大規模の弥生集落を形成していたことが、 最近の発掘調査でわかってきており、

出土した土器や石器、装飾品などから当時の生活や繁栄ぶりをうかがい知ること

が で き る 。  .

その一方で、 三年に一度の収穫があればよいといわれるほど、 水害に見舞われ、

水との闘いに明け暮れた村でもあった。 そのようななかで住民は多くの文化財を

継承した。重要文化財の雙栗神社本殿、称名寺の薬師如来坐像、そして数々の平

安時代の古仏像は本町の誇りでもある。

江戸時代、淀藩に属した御牧郷13ヵ村、佐山村他5ヵ村は廃藩置県により、明

治4年11月に京都府管下となった。 そして昭和28年9月の台風13号による洪水

は巨椋池干拓田を水没させ、農作物・家屋に大被害を与えた。被害のもっとも大

きかった御牧村。佐山村はその翌年10月1日に合併し、久御山町が誕生した。当

時の赤字再建団体に指定されていた本町は、 その後赤字解消にっとめ、 国 道 1 号

が開通した昭和41年ごろから町の樣相が変わり始めた。 京都・大阪間の恵まれた

立地条件により工場や事業所が進出し、 それと同時に町東部を中心に住宅開発が

進 み 、 人 ロも急増し始めた。

近年では、 新しい巨椋池排水機場が供用開始され、 本町の長年の悲願であった治

水面での安全性の向上に大きく寄与することになった。 また、本町内における第

二京阪道路や京滋バイパスの開通により、 町の様相がさらに大きく変貌する一方

で 、 新 た な 商 業 核 の 形 成 や 「 ま ち の 駅 ク ロ ス ピ ア く み や ま 」 の オ ー プ ン な ど 、 道

路 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用 に よ り 、  さらなる発展が期待されている。

空から見た久御山町
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1 教 育 委 員 会

(1)事務局所在地

〒613-8585 京都府久世郡久御山町島田ミスノ38番地

学校教育課 (075)631-9974/ ( 0 774 ) 4 5-3917

生涯学習応援課(075)631-9 9 8 0 / ( 0 7 7 4 ) 4 5-3918

F A X ( 0 7 5 ) 6 3 1-6129

E-mai1 gaKKyoetown.Kumivama. 1 g . i1o

( 2 ) 教 育 長  内 田  智 子

教育委員 寺 井 恵 太 郎

豊 田  美 幸

阿 部  拓 児

田 口  賀 彦

( 令 和 4 年 4 月 1 日 現 在 )

snogaietown. Kumivama.1g. .ip

(3) 教育委員会の組織及び運営

教育委員会とは、 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」 の 定 め る と こ

ろにより、学校その他の教育機関を管理し、学校の組織編成、教育課程、教科書

その他の教材の取扱い及び教育職員の身分に関する事務を行い、 また、 生涯学習

その他の教育、 学術及び文化に関する事務を管理し、 執行するために、 都道府県

や市町村等に設置された合議体の執行機関である。

教育行政の責任体制を明確化するため、 平成27年4月1日に同法律の一部が

改正され、 教育委員長と教育長を一本化した新たな責任者として新教育長を置く

こととなり、議会同意を得て町長が任命することとなった。

なお、本改正により新教育長の任期は3年とされた。 .

教育委員会は、教育長と4人の委員で組織され、委員は人格が高潔で、教育、

学術及び文化に関し見識を有するものの中から議会の同意を得て町長が任命し、

任期は4年である。

この教育委員会の職務権限に属する事務を具体的に処理し執行するための事

務機関と して、 教育委員会に事務局が設置されている。



2 事務局・教育機関

学 校 教 育 係

子 育 て 支 援 係

教 育 機 関

生 涯 学 習 応 援 係

図 書 館

文 化 事 業 推 進 課

ス ポ ー ツ 振 興 課

総 務 課

教育委員会の教育長及び委員並びに会議に関するこ と 。

教育財産の管理に関すること。

総合教育会議に関すること。

教育に関する事務の点検及び評価に関すること。

児童生徒の就学及び転学に関すること。

学校給食に関すること。

教育課程及び学習指導に関すること。

学 校 安 全 ・ 保 健 に 関 す る こ と 。

就学前教育の振興に関すること。

認定こども園の施設及び設備の維持管理に関すること。

定 こ ど も 園 の 運 営 に 関 す る こ と 。

園児の保健及び安全指導に関するこ と 。

小学校

中学校

こ ど も 園

3 校

1 校

3 園

教育相談室 1 室

社会教育委員に関すること。

成 人 ・ 青 少 年 ・ 人 権 ・ 障 害 者 及 び 家 庭 教 育 に 関 す る こ と 。

放課後児童健全育成に関すること。

文化財保護に関すること。

ス ポ ー ツ 推 進 委 員 に 関 す る こ と 。

体 育 ・ ス ポ ー ツ の 振 興 に 関 す る こ と 。

社会教育施設等の整備計画に関すること。

社会教育関係団体に関すること。

ゆうホールの管理運営に関すること。

文化事業の企画・実施に関すること。

総合体育館 ・ 町民プールの管理運営に関すること。

屋外運動施設の貸出しに関すること。

スポーツ事業の企画 ・ 実施に関すること。

事業計画、 予算及び事業報告、 決算に関すること。

理事会・評議員会及び監査に関すること。

の こ



事 務 局 職 員 数

( 令 和 4 年 4 月 1 日 現 在 )

X所 属 種 別

管 理 職 事務職員 技能職員 計
会計年度任用職員

一般 補助

教 育 長 1 1

教 育 次 長 1 1

学 校 教 育 課 4 5 9 14 5

小 中 学 校 2 2 11 17

こ ど も 園 6 35 5 . 46 33 113

生 涯 学 習 応 援 課 2 3 5 9 21

図 書 館 1 1 2 2 3

合 計 15 44 7 66 69 159



3 人口・ 世帯数の推移

(各年10月1日現在)X分
世帯数

人 口 ( 人 ) 人口の
増 減 増概)

一世帯当た
りの人口 人口密度 備 考

総数 男 女
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6 7 7 0l
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6 8 0 11

6 7 8 8l

6 7 4 0l

6 7 7 8l

6 7 8 91

6 8 6 5l
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6 9 5 6l
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7 1 5 61
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8 6 8 31

8 6 1 4

・ 1
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8,521

8,437
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8 2 9 41
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8,223
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8 5 7 61

・ 86291

8 6 1 2
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8 5 9 0l

8 5 4 61

8 4 4 71

8 3 8 7l
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4 教 育 の 沿 革

事 項
年

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育 社 会 教 育

明 治 5 年

6 年

9 年

14年

20年

22年

29年

34年

36年

37年

41年

大正15年

a召 和 9 年

11年

15年

16年

20年

22年

23年

24年

25年

26年

::)学制発布
)佐古小学校(佐古村善林寺) ・ 御 牧 小

1i校 ( 北 川 顔 村 極 楽 寺 ) 開 校

)佐古小学校現在地に校舍新築開校
) 御 牧 小 学 校 ( 中 島 華 台 寺 境 内 ) に 移
量、 中島校と称する

1)中 島 校 : 御 牧 校 と 称 す る

;)御牧校:現在地に新築移転

;)佐古小学校:佐古尋常小学校と称する
つ御牧校:御牧尋常小学校と称する

1)御牧尋常小学校水書により1箇月間休
交

1)佐 古 尋 常 小 学 校 高 等 科 ( 2 箇 年 ) を 併
費し、 佐古尋常高等小学校と改称する

1)佐古尋常小学校農業補習学校付設
1)御牧尋常小学校校舍改築

1)佐古尋常小学校高等科の修業年限を4
對年とする
;)御牧尋常小学校高等科を併設し、御牧
き常高等小学校と改称する

1)小 学 校 令 改 正 に よ り 尋 常 科 6 箇 年 、 高
事 科 2 箇 年 と な る

つ佐古・御牧校下において、小作争議に
11、り小学校同盟休校に入り、寺や公会堂

こおいて、 私設学校開設される

つ 御牧尋常高等小学校校舍2階建3棟改
整後、室戸台風により倒壊する

:)御牧尋常高等小学校校舎新築

:)佐古尋常高等小学校青年訓練所付設

:)御牧尋常高等小学校:御牧国民学校と
除する
:)佐古尋常高等小学校:佐山国民学校と
除、する

0小学校令施行に伴い、御牧小学校・ fま
山小学校と改称
:)淀 中 学 校 : 久 世 郡 淀 町 ・ 御 牧 村 ・ 佐 l 」L
付事務組合立として、御牧村島田堤外( f:
元通信省航空機乗員養成所跡の1棟に
あったi定実業青年学校・淀実践女学校?
に併設開校

0町村制施行
::)大日本帝国意法発布

:)第 1 室 戸 台 風 に よ り 、  学校の倒壊等大
被害を受ける

〇国民学校令施行に伴い、 校名変更

〇第2次世界大戦終戦
〇GHQ日本教育制度に対する管理政策を
指令

〇教育基本法・学校基本法公布
〇地方自治法公布
〇 6 ・ 3 制 発 足
〇日本国意法施行

〇児童福祉法公布

〇新制高等学校発足
〇全国PTA協議会結成総会
〇教育委員会法公布
0京都府教育委員会発足

0教育公務員特例法公布
0教職員免許法公布
〇社会教育法公布

〇文化財保護法公布

〇児童意章制定

〇京都府教育委員会山城地方事務局開后
〇佐山保育所開所



年
事 項

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育 社 会 教 育

27年

28年

29年

0学習指導要領一般編を改訂
0義務教育費国庫負担法公布
0京都府山城地方教育局に改称

:) 淀 中 学 校 :  久世郡淀町大字際目小字古
l11番地に校舍新築移転する
1つ台風13号により宇治川決壊、佐山小学
l交校舍浸水 - 御牧小学校校舎天井まで水
受、. 莫大な被害を受ける

:)久御山町立御牧小学校 - 佐山小学校と
表称
:)淀中学校:淀町久御山町事務組合立と
なる

:)御牧小学校講堂新築
:)佐山小学校増改築

0佐山村・御牧村合併により久御山町誕
生
(人ロ6 , 558人・世帯数1,235世帯)

0財政再建団体に指定される
0地方教育行政の組織及び運営に関する
法律公布
0幼稚園設置基準公布
0久御山町教育委員任命(10月1日)

0道徳の実施要綱を通達
0学校保健法公布
0義務教育諸学校施設費国庫負担法公布
0公立義務教育諸学校の学級編成及び教
織員定数の標準に関する法律公布、小・
中学校学習指導要領告示

0日本学校安全会法公布
0公民館の設置及び運営に関する基準公
布

0小学校新教育課程全面実施
0全国中学校一斉学力検査実施
0 第 2 室 戸 台 風 に よ り 、 学 校 等 甚 大 な 被
害を受ける

0義務教育諸学校の教科用図書の無償に
関する法律公布
0中学校の教育課程改訂

0教科用図書の無償措置に関する法律公
布

〇京都府教育委員会教科書採択地区の設
定告示

〇同和対策審議会答申
〇京都府山城教育局に改称

〇中教審「期待される人間像」の中間草
案発表

〇国道1号枚方バイパス全通

〇義務教育諸学校の教材基準設定

〇小学校学習指導要領告示

〇中学校学習指導要領告示
0同和対策事業特別措置法公布

0久御山町役場新庁舎竣工
〇久御山町の町章決定

〇中教審「初等・中等教育改革に関する
基本構想試案」 を中間報告

〇小 - 中学校指導要領の新様式通達
〇小学校新教育課程改訂
〇義務教育諸学校等の教育職員の給与等
に関する特別措置法公布
〇都市計画用途区域決定

30年

31年 :)御牧保育所開所

:)淀中学校:淀町、京都市に編入により
事l 都市及び久御山町事務組合立となる32年

33年

34年

36年

37年

38年

39年

40年

41年

42年

43年

44年

45年

46年

1:)御牧小学校校舎第2室戸台風に よ り 、
基大な被害を受ける

0佐山小学校給食室竣工
0完全給食開始

0御牧小学校給食室竣工
0完全給食開始

0御牧小学校鼓笛バンド編成

〇御牧小学校水泳プール竣工
〇淀中学校障害児学級開設

:)社会教育委員設置

0体育指導委員会設置

0 第 1 回 町 民 バ レ ー ボ ー ル 大 会 実 施

0 第 l 回 町 民 運 動 会 実 施
0久御山町老人クラブ連合会発足

第1回町民スキ一教室実施

〇御牧小学校障害児学級開設

0佐山小学校中校舍改築工事及びプーノi
竣工



事 項
年

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育 社 会 教 育

47年

48年

49年

50年

:)中学校教育課程改訂
:)町 の 木 「 サ ザ ン カ 」 に 決 定
1)町の花__「サッキ」_ l?決定_ __ __ _
:)山城学校建設公社設立 ( 4 市 4 町 )

1)学校教育の水準の維持向上のための義
密教育諸学校の教職員の人材確保に関す
る特別措置法公布

1)住 民 憲 章 ・ 町 の う た 制 定
:)日本住宅公団久御山団地入居開始

:)教育委員会事務局中央公民館へ移転

)佐山小学校障害児学級開設

)佐山小学校体育館及び南校舎改築工事

空コ:1 _ _
)佐山 ノ1、学校給食 i1東竣工一一
)御牧小学校金面改築工事竣工
)小学校学級費補助開始(年7oo円)

:)御牧小学校給食棟竣工
)小学校修学旅行費補助開始

-)組合立淀中学校を廃正 し、一町立久1卸山
1l'学校を大字坊之池に新設開校
)佐山小学校から分離し、 東角小学校新
受開校

:)佐山小学校附属幼稚園新設開園
) 宮 ノ 後 保 育 所 開 所

)御牧小学校体育館竣工
)佐山小学校給食指導優秀校として、文
部大臣表彰受賞

:)佐山小事校系合食i言導優秀fと し て 、 京

部府教育委員会表彰受賞
1)御牧小学校障害児学級閉級
1)東角小学校校舍増築工事竣工

:)学校給食◆_ 週1回米飯給食_開_始_ _ __
;)東角小学校障害児学級2学級開設
;)東角小学校附属幼稚園新設開園
1)東角小学校通級指導教室開設

1)学 校 給 食 : 週 2 回 米 飯 給 食 開 始

1)京都府立久御山高等学校新設開校
;)東角小学校校舎増築工事竣工
1)佐山小学校校舎増築工事竣工
1)御牧小学校障害児学級開設

1)御牧小学校附属幼稚園新設開園
:)道徳教育研究共同推進校として、久御
」L1中学校・御牧小学校が文部省指定京都
好教育委員会委嘱を受ける

1)久御山中学校校舎増築工事竣工
:)久御山中学校LL教室設置
:)学校給食:土曜日の牛乳給食開始

:)道徳教育研究発表会(文部省指定京都

1'f教育委員会委嘱・久御山中学校及び御
改小学校)
:)久御山町・京都市学齢児童生徒に係る
致育事務の委託開始

:)中学校ミルク給食開始
:)御牧小学校給食優良校として、文部大
i 表 彰 受 賞

0 学 校 給 食 : 週 3 回 米 飯 給 食 開 始

)第1回町民卓球大会実施

)学校体育施設の開放開始

)久御山町中央公民館新設開館

)公民館運営審議会設置

)中央公民館図書室オープン
) 第 1 回 町 民 文 化 祭 開 催

) 「 久 御 山 町 の 社 寺 」 発 刊
51年

52年

53年

54年

55年

56年

57年

1)小・中学校学習指導要領改正告示

:)同和対策事業特別措置法3年間延長

:)久御山町立小 - 中学校における公務を
分担する組織等に関する規則公布
;)久御山町総合計画「基本構想 - 基本計
画 」 策 定

:)小・中学校学習指導要領改正告示

1)地域改善対策特別措置法公布
0ラブホテル建築規制条例制定
:)第43回国民体育大会競技種目会場地と
し て 、 サ ッ カ 一内定

0久御山町立小学校及び中学校の管理に
對する規則公布
:)第43回国民体育大会久御山町準備委員
会設立

0臨時教育審議会設置
0町制施行30周年記念事業実施
0第43回国民体育大会競技会場地とし
て、久御山町・字治田原町に馬術内定

0臨時教育審議会第1次答申
0教育課程審議会発足
0第43回国民体育大会久御山町実施委良
会設置

)久御山町軟式野球連盟発足
1)久御山中央公園野球場オープ ン

つ留守家庭児童育成事業開始 ( 3 小 学 校 区 )

つ 久御山町郷土史会「久御山町の今昔」発行
;)雙栗神社本殿修復工事竣工
1)校区体育振興会結成
;)久御山町体育振興会結成
1)久御山町青少年健全育成協議会結成
1)久 御 山 中 央 公 園 テ ニ ス コ ー ト 完 成

;)体力づくり国民会議議長表彰受賞

:)町史編さん委員会設置
:) 久 御 山 中 央 公 園 ゲ ー ト ボ ー ル 場 完 成 、 ゲ ー ト

ポール施設整備費補助制度設ける

:)木津川河川敷運動広場完成

:)第1回はばたく京都のスポーツ推進久御山大
一会開催
:)吉文書等史資料のマイクロフイルム化作業開
i合

:)民具収蔵庫竣工

0木津川河川敷運動広場サッカ一場完成
0久御山町老人福祉センタ 一荒見苑竣工
0町民スポーツの風土づ、くり推進事業 ( 3 箇
年 ) 実 施
0 「 図 書 館 の 今 後 の あ り 方 」 に っ い て 、 公 民 館
連営審議会答申

〇 「 久 御 山 町 史 」 第 1 卷 発 刊
〇町民プールオープン

〇中央公園野球場改修により、サッカ 一場 オ ー
プン

〇 町 民 の 体 力 ・ ス ポ ー ツ に 関 す る ア ン ケ ー ト 実
施

〇久御山町立図書館新設開館
〇移動図書館運行開始
〇御牧仲よし学級閉級

58年

59年

60年

〇久御山中学校校舎増築工事竣工
〇久御山中学校コンピュータ教室 - 多 11二

的教室設置
〇佐山小学校言語障害学級(通級指導差
室 ) 開 設
〇国体教育部会設置

61年 〇臨時教育審議会第2次答申
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年
事 項

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育

〇機構改革により、教育委員会事務局に
学校教育課設置
〇小学校駅伝大会開始

〇御牧小学校ランチルーム設置
〇 京 都 国 体 久 御 山 会 場 ( サ ッ カ ー ) 開 会
式 に お い て 、 幼 ・ 小 ・ 中 集 団 演 技 ( マ ス
ゲ ー ム ・ マ ー チ ン グ バ ン ド 等 ) 披 露

〇中学校学級費補助開始(年2,000円)

〇通学路に交通指導員配置
〇御牧小学校コンピュータ教室設置
〇外国青年招致事業実施(町立小・中学
校にAET派遣)
0佐山小学校AV調整卓新調
〇 第 1 回 親 子 の 集 い 開 催 ( 3 幼 稚 園 )

社 会 教 育

62年

〇久御山町新総合計画策定 、

〇行政組織の機構改革実施
〇公民館近火災により被災

〇第43画京都国体リハーサル大会実施

〇小・中学校管理運営規則の一部改正規
則公布
〇 第 4 3 回 京 都 国 体 実 施 ( サ ッ カ ー ・ 馬
術)

〇京滋バイパス開通

〇町制施行35周年記念事業実施
〇平和都市宣言を決議
〇府費負担教職員の服務に関する規程告
示
〇新学習指導要領改正告示

〇海外留学費補助金交付要綱制定
〇久御山町立小学校及び中学校の事務職
員の職の設置に関する規則公布

〇久御山町国際交流基金の設置
〇 第 2 ・ 第 4 土 曜 閉 庁 と な る
〇学校教育法施行規則一部改正

〇 学 校 週 5 日 制 ( 月 1 回 ) 実 施
〇久御山町立学校施設使用条例施行

〇機構改革により、 教育委員会事務局に社会教
育課設置

0体育備品倉庫竣工

0 町 民 プ ー ル 庭 球 場 ・ ゲ ー ト ボ ー ル 場 完 成
0久御山町スポーツ団体協議会結成
0久御山町体育協会設立

63年

0中央公園夜間照明設置
0第1回久御山町総合体育大会開催
0 「 久 御 山 町 史 」 第 2 巻 発 刊
0御牧仲よし学級開設
0 第 1 回 ス ポ ー ツ ・ レ ク レ ー シ ョ ン 祭 開 催

平成元年

2 年 0 第 1 回 フ ア ミ リ ー コ ン サー ト開催

0 「 久 御 山 町 史 」 第 3 巻 ( 資 料 編 ) 発 刊

0久御山町総合体育館開館
0て財)久御山町スポーツ振興事業団設立
0平和のための小・中学生広島派遣実施

0佐山小学校プール改修工事竣工
〇佐山小学校コンビュータ教室設置
0佐山小学校全日本健康優良学校優秀校
受賞

〇佐山小学校附属幼稚園移転開園
〇東角小学校コンビュータ教室設置
〇久御山中学校大規模改造

〇 久 御 山 中 学 校 第 2 コ ン ピ ュ ー タ 教 室 設
置

〇京都のおい しい米普及事業開始
〇東角小学校AV調整卓新調
〇小学校・幼稚園職員室空調機設置
〇久御山中学校大規模改修

〇中学生海外派遣事業実施
0機器利用研究発表会(文部省指定・久
御山中学校)
〇 小 学 校 ( 5 ・ 6 年 生 ) 英 語 活 動 実 施
〇幼稚園3歳児就園実施
〇佐山小学校大規模改修
〇久御山中学校大規模改修
〇小学校郷土資料室設置
〇佐山小学校ランチルーム設置

〇 オ ー ス ト ラ リ ア の ワ ー ウ ィ ッ ク - ス
テ ー ト - ハイスクール生徒久御山町を訪
問

〇クラス別自校炊飯給食実施
〇民族学校就学援助制度制定
〇御牧小学校AV調整卓新調
〇佐山小学校防球フェンス設置

〇 オ ー ス ト ラ リ ア の ワ ー ウ ィ ッ ク ・ ス

テ ー ト ・ ハ イ ス ク ー ル と 久 御 山 中 学 校 姉
妹校盟約の締結

〇御牧小学校給食棟大規模改修
〇久御山中学校プール大規模改修

〇久御山中学校第1コンピュータ教室機
器 更 新 ( リ ー ス )

〇御牧小学校:平成8年度文部省研究開
発 学 校 ( 英 語 活 動 ) に 指 定 ・ 発 表
〇佐山小学校中校舍耐震補強

〇久御山中学校:平成9年度文部省武道
指導推進校に指定

3 年

4 年

5 年
〇久御山町週休2 日 制 と な る
〇久御山町文化財保護条例制定

0 第 1 回 久 御 山 町 民 音 楽 フ ェ ス テ ィ バ ル 開 催
0久御山町指定文化財の指定

6 年

7 年

8 年

9 年

〇久御山町中央公民館サークル等連絡協議会結
成
〇第47回優良公民館文部大臣表彰

〇図書館電子計算機システム稼働
〇戦後50年の日本の歩み 「報道写真に見る1945
̃1995」パネル展
〇町民プール塗装
〇中央公民館ホール改修

〇平成9年度全国高等学校総合体育大会久御山
町準備委員会設立会議・第1回総会
〇第20画久御山町民文化祭・前夜祭開催

〇平成9年度全国高等学校総合体育大会久御山
町実行委員会第1回総会

〇平成9年度全国高等学校総合体育大会開催
〇久御山町佐山校区青少年健全育成協議会設立
〇中央公民館エレベーター設置

〇町民プール改修工事竣工

〇久御山町御牧・東角校区青少年健全育成協議
会設立
〇 3 校 伸 よ し 学 級 移 設 ( 校 舍 内 )
〇 ( 財 ) 久 御 山 町 文 化 ス ポ ー ツ 事 業 団 設 立

〇町制施行40周年記念事業実施

〇 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災

〇 学 校 週 5 日 制 ( 月 2 回 ) 実 施

〇久御山町役場新庁舎 (保健・地域福祉
総 合 セ ン タ ー ) 竣 工
〇久御山町第3次総合計画策定

10年 0御牧小学校北校舍大規模改修



事 項
年

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育 社 会 教 育

1:)東角小学校体育館外壁等改修
:)小学校1年生歯科診療費自己負担金助
表事業実施
:)学校給食費補助開始(年5,500円)

(要細は平成12年4月1日施行)
:)中学校修学旅行費補助開始

(35,000円以内) (要細は平成12年4月
1日施行)
:)小学校修学旅行費補助を増額

(20,000円以内)
::)教育相談員配置

:)御牧小学校プール改築工事竣工

:)小学校歯科診療費自己負担金助成事業
法 張 ( 2 年 生 ま で ) 実 施
::)小・中学校校外活動費補助開始
:)御牧小学校プール改築工事竣工

::)久御山中学校体育館外壁等改修
:)久御山中学校に心の教室相談員配置

0小学校歯科診療費自己負担金助成事業
拡 張 ( 6 年 生 ま で ) 実 施
0教育委員会だより 「 の び っ こ 」 の 発 行
0教育相談室に適応指導教室を開設
0御牧小学校、佐山小学校創立13o周年
0久御山中学校自転車通学者ヘルメット
貸与

5御牧不事校南校舎意擴編室及び大規模
改修
:-)佐山小学校プール大規模改修

0久御山中学校北校舍トイレ改修
0 御 牧 - 佐山幼稚園遊戲室等空調機器整
備
0東角小学校給食室空調機器整備
0佐山小学校体育館外壁 - 南校舎屋上防

水改修
0東角幼稚園大規模改修
0小・中学校に特別支援教育補助員配置
0 小 - 中学校、幼稚園教室・職員室緊急
通報装置整備
〇通学路に児重生徒安全バトロール員配
置

〇東角幼稚園に官ノ後保育所分園を設
置、幼保一体的運當を開始
〇 各 幼 稚 園 で 「 預 か り 保 育 」 実 施
〇東角小学校南校舎耐震補強及び大規模
改修
〇各小学校図書室空調機器整備
〇小・中学校、幼稚園に「1 l 0番非常通
報装置」設置

〇佐山小学校南校舍耐震補強
0佐山小学校給食室空調機器整備
0御牧小学校文部科学省児童生徒の心に
響く道德教育推進校指定 '(17年)
0佐山小学校文部科学省読書活動優秀実
践校表彰

〇東角小学校、久御山中学校創立30周年
〇久御山教育研究会発足

0佐山小学校南校舍内部改修
〇御牧小学校給食室空調機器整備
0佐山幼稚園保育室増設

〇佐山幼稚園に佐山保育所分園を設置、
幼保一体的運営を開始
〇東角小学校北校舍棟耐震補強及び改f進
〇東角小学校プール改修
〇東角小学校運動場防砂植栽l〇見守り隊の発足
〇佐山小学校給食室屋上防水改修
〇御牧小学校校舍等設備改良
〇小学校少人数指導講師を町単費で配種

11年 :)町制施行45周年記念事業実施
)久御山町ふれあい交流館ゆうホール開館
)図書館の新築移転

12年

13年

:)久御山町役場新庁舎 (久御山町第2期
f 舍 ) 竣 工

)中央公民館に道跡展示室新設
) 中 央 公 民 館 ( 旧 図 書 館 ) 改 修
) く み や ま 子 ど も セ ン タ 一設立
) く み や ま 子 ど も セ ン タ 一情報紙発行
)久御山町文化サークル等連絡協議会結成

)中央公民館防水等改修
) ゆ う ホール駐車・駐輪場増設

)中央公民館舞台吊物装置改修

) 障 書 者 等 図 書 配 送 サ ー ビ ス 開 始
)女性のための相談開始
)男女共同参画プラン策定
:)総合体育館ト ?一=ン グ ル ー ム 増 床

)町民プールろ過材入替え及びチャッキ弁取付
:) 「 巨 椋 池 も の が た り 」 発 刊  -

1)東角・佐山仲よし学級保育ルーム増設
1)御牧仲よし学級建設
1)総合体育館日除けカーテン改修

:) 総 合 体 育 館 ト ッ プ ラ イ ト コ ー キ ン グ 打 替 え
1)生涯学習推進計画策定
1)林寺跡第3次発掘調査実施と同調査報告書発
F l1

14年 :) 完 全 学 校 週 5  日制実施

15年
1:) 第 2 京 阪 道 路 部 分 開 通

1:) 第 2 外 環 状 道 路 開 通

0町制施行50周年記念事業実施16年

:)男女共同参画都市宣言を決議

:)町民プール ( 流 水 プ ー ル ) 塗 装
:) 町 民 プ ー ル ( 流 水 プ ー ル ) ろ 過 ポ ン プ 取 替 え

0町民プール(50mプール)ろ過材入替え
0 町 民 プ ー ル  シーケ ン サ一取替え

0 町 民 プ ー ル ( 幼 児 プ ー ル ) 塗 装
0中央公民館高圧受電設備取替え
0指定管理者制度の導入

(中央公民館、総合体育館、町民プール、ふれ

あい交流館、町民プール庭球場、木津川河川敷
運動広場、中央公園野球場・庭球場)

〇久御山町子ども読書推進計画策定

17年

18年

0 ア ス べ ス  ト対策改修

〇第4次総合計画策定
〇第3次行政改革大細策定
〇教育基本法改正
〇巨掠池排水機場改修



年
事 項

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育 社 会 教 育

::)小学校、幼稚園門扉電気錠設置

:)東角小学校北校舎大規模改修
:)御牧小学校北門側児童用通路等整備
:)小学校教室環境改善事業
:)御牧幼稚園保育室増設(遊戯室)
:)御牧幼稚園下水道接続
1)東角小学校文部科学省国語力向上モデ
ル事業指定(20年)

:)御牧幼稚園に御牧保育所分園を設置、
動保一体的運営を開始
1:)御牧小学校シャワ一設置
:)御牧小学校下水道接続

l;)佐山小学校中校舎教室照明増設
1:)久御山中学校改築

〔第1期工事着手〕
;)土 曜 塾 ス タ ー ト

5久御山中事校改築一 一 一 一

〔 第 1 期 工 事 ( 南 校 舍 ) 完 成 〕
:)久御山中学校改築

〔第2期工事着手〕
;)久御山中学校北校舎大規模改造

1-)学校情報通信技術環境整備事業(デジ
タルテレビ、電子黒板、校内LAN)
:)小学校情報教育環境整備更新
:)米飯給食週4回実施
1:)学校警察連絡制度協定書締結

5久i卸山中事校改築一 一 一 一
〔 第 2 期 工 事 ( 東 校 舍 、 図 書 室 ) 完

表〕
1:)久御山中学校改築

〔 第 3 期 工 事 ( 外 構 、 グ ラ ウ ン ド 整 備
ほ か ) 完 成 〕
:)御 牧 小 学 校 を コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル

に指定
0久御山中学校空調機器整備

:) 「 久 御 山 学 園 」 ス タ ー ト
:)御牧小学校北校含耐震補強
:)佐山小学校北校舎耐震補強
1;)小学校教室空調機器整備
0 東 角 小 学 校 を コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル
に指定

0御牧小学校体育館耐震補強
0佐山小学校体育館耐震補強
0東角小学校体育館耐震補強
0佐山幼稚園空調機器整備
0東角幼稚園空調機器整備
0御教小学校フッ化物洗ロ開始
〇 佐 山 小 学 校 を コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル

に指定

〇i差 -山;」-、事校フ;ツ ィーe物一新ロ一開一i合 一
〇東角小学校フッ化物洗ロ開始
〇久御山中学校体育館耐震補強及び大規
模改修
0 久 御 山 中 学 校 を コ ミ ュ ニ テ ィ - ス ク ー

ルに指定

19年

20年

:) 総 合 体 育 館 メ イ ン ア リ ー ナ 床 面 補 修

1)中央公民館和室及び管理人室畳の更新
:)中央公民館出窓防水(資料室、研修室2号)
::)中央公民館接地改善
:)中央公民館2階照明修繕
:)ゆうホール入口点字鋲取替え
:)総合体育館屋根鋼板部分補修

:)総合体育館屋外階段周辺整備

〇 大 字 , 小 字 の 廃 止

21年
〇久御山中学校女子剣道部全国大会優勝
〇町制施行55周年記念事業実施

::)第26回国民文化祭実行委員会設立

22年

23年

〇 ま ち の 駅 ク ロ ス ピ ア く み や ま オ ー プ ン

::)第26回国民文化祭プレイべン ト
:)文化財保管庫設置(森中内)
:)町 民 プ ー ル ( 5 0 m プ ー ル ) 塗 装  

0仲よし学級延長保育の実施
(18時から19時まで延長)

0第26回国民文化祭 - 京都2011開催
0中央公民館冷却塔・ポンプ取替え
0町民プール給水管漏水改修
0 町 民 プ ー ル ( 5 0 m プ ー ル ) ろ 過 ポ ン プ 取 替 え
0 久 御 山 町 グ ラ ン ド ・ コ ル フ 練 習 場 整 備

〇第2次男女共同参画プラン策定
〇第2次子ども読書推進計画策定
〇ゆうホール外壁改修
〇ゆうホール陶妻用電気案購入

〇第2次生涯学習推進計画策定
〇町民プール流水プール排水管・起流ポンプ改
修
〇中央公民館耐震診断
〇総合体育館玄関屋根防水
〇山田家住宅寄附受入

〇小・中学生広島派遣団参加料2,000円徴収
〇いきがい大学受講料1,000円徴収
〇中央公民館地下タンク内面FRPラ ・イ ニ ン グ 等
〇 図 書 館 シ ス テ ム 更 新 , サ ー バ 更 新 事 業

〇図書館ワイヤレス人数カウンタ (HCR)機器購
入事業
〇旧山田家住宅長屋門長塀保存・修理設計委託
0l日山田家住宅主屋トイレ改修及び下水道接続
〇総合体育館サブァリーナ空調設備改修
〇町民プール日除けテント張替え

〇町民プールろ過配管漏水改修

〇東北大震災

24年

25年

〇小学校校務用P C更新 ( X  P対応)
〇中学校情報教育環境整備更新
0英検検定料一部補助
〇いじめ間題対策調査委員会設置

26年 〇町制施行60周年記念事業実施

0



事 項
年

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育 社 会 教 育

27年

〇久御山町教育大細策定
〇久御山町第5次総合計画策定
〇地方教育行政法改正 (新教育長制度、

大綱の策定、総合教育会議の開催)

1:)久御山中学校太陽光発電設備改修及び
蓄電設備設置工事
l;)小学校防犯カメラ設置工事
:)幼稚園使用料改定(一律料金から所得
先書層別に改定)

:) 図 書 館 イ ン タ ー ネ ッ  トシステム整備
:) l日山田家住宅長屋門、長塀保存・修理工事
1)中央公民館トイレ改修
;)l日山田家住宅長屋門、長塀保存・修理工事監
望委託業務

:) l日山田家住宅長屋門、長塀保存・修理工事
1) l日山田家住宅西側道路玉砂利敷き工事
:)l日山田家住宅外部給水配管改修工事

:)旧山田家住宅主屋・長屋門改修工事
1)中央公民館揚水ポンプ交換工事
:)ゆうホール自動扉開閉装置改修工事

:)総合体育館メインアリーナ床塗装工事
:)町民プール流水プール連絡橋(南個1)改修工
事

:) 町 民 プ ー ル プ ー ル サ イ ド 床 シ ー ト 張 替 工 事

:)町民プール管理棟玄関扉改修工事

:)旧山田家住宅長屋門、 長塀保存・修理工事監
望委託業務
:)旧山国家住宅展示委託業務
:)総 合 体 育 館 ・ ゆ う ホ ー ル ・ 中 央 公 民 館 の 使 用
f斗を改定

1:)中央公民館消防用設備(非常放送)改修工事
:)ゆうホール電話設備改修工事
:) ゆ う ホ ー ル ガ ス ヒ ー ト ポ ン プ ェ ア コ ン 入 替 工
事設計業務
;-)総 合 体 育 館 会 議 室 ・ ミーテ ィ ン グ ル ー ム 空 調
投備改修工事
:)町 民 プ ー ル プ ー ル サ イ ド テ ン ト 増 設 工 事

1:)町民プール流水プール起流ポンプ改修工事
:)総合体育館エアロバイク購入事業 ( 3 台 )

:)久御山学園教育研究会を再編
:)京都式効果のある学校推進事業 (京都
府指定28̃30年)
1-)訪問型家庭教育支援事業(京都府委託
)8̃30年)
、)御牧・東角幼稚園防犯カメラ設置工事
:)東角幼稚園屋上防水改修工事
:;)小学校情報教育環境整備更新 ( タ ブ
レ ッ ト 導 入 )
:)さやまこども園整備工事(28̃29年)

1-) さ や ま こ ど も 園 第 1 園 庭 整 備 工 事

0久御山中学校通級指導教室開設
0久御山中学校給食室新設工事
;)さやまこども園第2園庭整備工事
:)御牧幼稚園手洗い改修工事
:)東角幼稚園保育室空調設置工事

0東角幼稚園非常放送設備取替工事
0教職員出退動管理システム導入

28年

〇働き方改革実行計画
(働き方改革実現会議決定)

〇 第 5 次 総 合 計 画 策 定
29年

0 み ま き こ ど も 園 ・ さ や ま こ ど も 園 - と
う ず み こ ど も 園 開 園

〇とうずみこども園駐車場進入ロ歩道切
下げ拡幅工事
〇佐山小学校体育館改修工事
0 佐 山 小 学 校 バ ッ ク ネ ッ ト 撤 去 工 事
〇佐山小学校プールブロツク塀改修工事
0東角小学校体育館ガラス改修工事
〇東角小学校プール日除け屋根・階段補
修工事
〇久御山中学校完全給食開始
〇久御山中学校給食調理業務委託開始
〇久御山中学校屋外フコニンス修繕工事

〇久御山中学校南校舎外壁タイル第1期
修繕工事(H30̃R1)

0佐山小学校渡り廊下事f天井修繕工事
0東角小学校西側排水設備工事
0東角小学校体育館ガラス改修工事
〇久御山中学校バックネット増設工事
〇久御山中学校南校舍外壁タイル第1芽
修繕工事(平成30̃令和元年)
〇久御山中学校北校舍軒天井修繕工事
0久御山中学校シューズボックス購入事
業
〇 こ ど も 園 出 退 勤 管 理 ソ フ ト 付 タ イ ム レ
コ ー ダ一導入

1:)中央公民館天井吊り金具工事
:)ゆ う ホ ー ル ガ ス ヒ ー ト ポ ン プ ェ ア コ ン 入 替 工

事
0ゆうホール交流ホール非常扉取替工事
0ゆうホール高圧機器経年劣化に伴う改修工事
0旧山国家住宅プロツク塀改修工事
0総合体育館サブア リ ーナ可動間仕切改修工事
0 総 合 体 育 館 サ ブ ア リ ー ナ 2  (大 )空調設備改
修工事
0総合体育館高圧受電設備改修工事
0総合体育館屋根修繕工事
0町民プール流水 - 幼児プールろ過材入替工事

0 町 民 プール流水プール連絡橋B(北側)改修工
事

〇町民プール管理棟及び町民プール前倉庫修繕
工事

〇町民プールサイドテント改築等工事設計業務
0子どもの読書活動推進計画 (第三次推進計
画)

〇l日山田家住宅長屋門壁面および主屋屋根修繕
工事

〇 総 合 体 育 館 サ ブ ア リ ー ナ 小 ( 1 ) 空 調 設 備 改
修工事

〇町民プールサイドテント改築等工事

0町民プールろ過装置分電盤シーケンサ一取替
工事
〇町民プール流水プール全面塗装工事
〇東角仲よし学級A組エアコン入替工事

30年

〇久御山町教育大綱改訂
〇御牧幼稚園・佐山幼稚園・東角幼稚園
を閉園し、 幼保連携型認定こども園へ移
行

令和元年
:育・保育の無償イ匕_

〇町制施行65周年記念事業美施



事 項
年

国 ・ 町 の 動 き 学 校 教 育 社 会 教 育

〇小中学校情報端末機器整備
0佐山小学校給食調理業務委託開始
〇佐山小学校ホワイトボード購入事業
0佐山小学校プロジェクタ一購入事業
〇久御山中学校南校舎外壁タイル第2期
修繕工事 ( 令 和 元 ̃ 2 年 )
〇 と う ず み こ ど も 園 整 備 工 事 ( 令 和 元 ̃
2 年 )

0御牧小学校給食調理業務委託開始
〇東角小学校東面フェンス改修工事
〇東角小学校給食室空調設備改修工事
〇久御山中学校プール改修工事
〇久御山中学校プールろ過装置修繕工事
〇みまきこども園整備工事
〇 み ま き こ ど も 園 木 製 ロ ツ カ 一購入事業
〇とうずみこども園分園解体工事
0とうずみこども園自転車置場造設工事

〇中央公民館閉鎖 ( 9 月 末 )
〇中央公民館ホールアスべスト除却等工事
0町立図書館空調設備改修工事
〇町民プール50mプールろ過材入替工事
〇 ゆ う ホ ー ル ウ ッ ド デ ッ キ 等 改 修 工 事
〇ゆうホールポンプ室入口扉改修工事
〇仲よし学級空調設備改修工事
〇総合体育館事務所空調設備改修工事

〇中央公民館解体等工事
〇 ゆ う ホ ー ル ェ レ べ ー タ 修 繕 工 事
〇総合体育館トレーニングルーム空調設備改修
工事
〇総合体育館防火シヤッタ 一危害防止装置取付
工事
〇町民プール流水プール用起流ポンプ修繕工事
〇 町 民 プ ー ル プ ー ル サ イ ド 既 設 テ ン ト 張 替 工 事

〇町立図書館除菌機購入

2 年
OGIGAスクール構想の推進
〇新型コロナウイルス感染症の流行

3 年
〇久御山町教育大綱改訂
〇新型コロナウイルス感染症の流行
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5 一 ・1 歴代教育委員名簿 .

令 和 4 年 1 0 月 1 日 現 在

氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 ・日

昭和 3 1 年 9 月 3 0 日

昭 和 3 3 年 9 月 3 0 日

藪 内  利 行 昭 和 2 9 年 10 月 1 日

昭 和 2 9 年 1 0 月 1 日藤 村  熊 三 郎

曽 束  輝 一 昭 和 2 9 年 1 0 月 1 日 昭 和 3 1 年 9 月 3 0 日

内 田  又 太 郎 昭 和 3 1 年 1 0 月 1 日

昭 和 3 1 年 1 0 月 1 日

昭 和 4 6 年 9 月 3 0 日

昭 和 3 5 年 9 月 3 0 日

昭 和 4 5 年 9 月 3 0 日

北 尾  孝 夫

林 透 流 昭 和 3 3 年 1 0 月 1 日

阪 本  良 一 昭 和 3 5 年 1 0 月 1 日

昭 和 3 6 年 1 0 月 1 日

昭 和 5 1 年 9 月 3 0 日

昭 和 4 8 年 9 月 3 0 .日喜 多  千 三 郎

田 中  正 三 昭 和 3 6 年 1 0 月 1 日

昭 和 4 5 年 1 0 月 1 日

昭 和 5 2 年 9 月 3 0 日

今 田 繁 昭 和 5 7 年 9 月 3 0 日  .

田 口 清 昭 和 4 6 年 1 0 月 1 日 昭 和 6 3 年 8 月 6 日

西 村  喜 和 昭 和 4 8 年 1 0 月 1 日 昭 和 6 1 年 3 月 3 1 日

西 尾  正 男 昭 和 5 1 年 1 0 月 1 日 昭 和 5 2 年 2 月 1 3 日

昭 和 6 2 年 3 月 3 1 日篠 田  朋 子 昭 和 5 2 年 7 月 1 2 日

昭 和 5 2 年 1 0 月 1 日  

昭 和 5 7 年 1 0 月 1 日

中 務  佐 市

平 岡  泰 成

昭 和 6 0 年 9 月 3 0 日

平 成 2 年 9 月 3 0 日

平 成 4 年 9 月 3 0 日

稲 村 、 友 一

昭 和 6 2 年 6 月 1 7 日

前 川  正 嗣 昭 和 6 0 年 1 0 月 1 日

昭 和 6 3 年 1 0 月 1 日

平 成 5 年 9 月 3 0 日

森 田  和 義

中 谷  晴 美

平 成 6 年 3 月 3 1 日

平 成 2 年 1 0 月 1 日

昭 和 6 1 年 6 月 5 日

平 成 4 年 1 0 月 1 日

平 成 6 年 9 月 3 0 日

平 成 9 年 9 月 3 0 日西 村  清 和

荒 井  敏 江 平 成 1 2 年 9 月 3 0 日

渡 邊  精 記 平 成 5 年 1 0 月 1 日

, 平 成 6 年 4 月 1 日

平 成 1 1 年 6 月 1 1 日

平成 i1 年 3 月 1 5 日

酒 井  不 二 夫 平 成 1 4 年 3 月 3 1 日

木 下  直 子 平 成 1 8 年 3 月 3 1 日

平 成 1 8 年 9 月 3 0 日阪 本 孝 司 平 成 6 年 1 0 月 1 日

平 成 9 年 1o 月 1 日依 田  博 平 成 2 1 年 9 月 3 0 日
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氏 名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

石 丸  捷 隆 平 成 1 4 年 4 月 1 日 平成23年 ・9 月 3 0 日

今 村  愛 子 平 成 1 3 年 7 月 1 日 平 成 2 5 年 6 月 3 0 日

西 村 裕 平 成 2 1 年 1 0 月 1 目 平 成 2 5 年 9 月 3 0 日

, 平 野  穂奈美 平 成 1 8 年 6 月 8 日 平 成 2 9 年 9 月 3 0 日  

坂 正 義 平 成 1 8 年 1 0 月 1 日 平 成 3 0 年 9 月 3 0 日

山 本  悦 三 平 成 2 3 年 1 0 月  1 日

平 成 2 5 年 1 0 月 1 日

平 成 2 7 年 9 月 3 0 日

令和元年9月30日小 寺 道 夫

寺 井  恵 太 郎 平 成 2 5 年 7 月 1 日

平 成 2 9 年 1 0 月 1 日

.平 成 3 0 年 1 0 月 1 日

現 在

現 在

現 在

豊 田 美 幸

阿 部  拓 児

田 口  賀 彦 ・ 令和元年10月1日 現 在

5- 2 歴代教育委員長名簿

氏 名 就 任 年 月 日 - 退 任 年 月  日

藪 内  利 行 昭 和 2 9 年 1 0 月 1 日 昭 和 3 1 年 9 月 3 0 日

昭 和 3 5 年 9 月 3 0 日北 尾  孝 夫 昭 和 3 1 年 1 0 月 1 日

林 透 流 昭 和 3 5 年 1 0 月 1 日

昭和38 . 年 1 0 月 1 日

・ 昭 和 3 8 年 9 月 3 0 日

昭 和 4 8 年 9 月 3 0 日・ 喜 多  千 三 郎

阪 本  良 一

田 中  正 三

昭 和 4 8 年 10 月 1 日

昭 和 5 0 年 1 0 月 1 日

昭 和 5 0 年 9 月 3 0 日

昭和52年 9 月 3 0 日

今 田 繁 昭 和 5 2 年 1 0 月 1 日 昭 和 5 7 年 9 月 3 0 日

西 村  喜 和 昭 和 5 7 年 1 0 月 1 日 昭 和 6 0 年 9 月 3 0 日

平 岡  泰 成 . 昭 和 6 0 年 1 0 月 1 日 平 成 2 年 9 月 3 0 日

稲 村  友 一 平 成 2 年 1 0 月 1 日 平 成 4 年 9 月 3 0  日

前 川  正 嗣 平 成 4 年 1 0 月 1 日 平 成 5 年 9 月 3 0 日

西 村  清 和 平 成 5 年 1 0 月  1日 平 成 9 年 9 月 3 0 日

依 田 博 . 平 成 9 年 1 0 月 1 日 平 成 2 1 年 9 月 3 0 日

今 村  愛 子 平 成 2 1 年 1 0 月 1 日 平 成 2 5 年 6 月 3 0 日
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氏 名

坂 正 義

就 任 年 月 日 退 任 年 月 日

平 成 2 5 年 7 月 1 日 平 成 2 7 年 9 月 3 0 日

※ 平 成 2 7 年 4 月  1 日から地方教育行政の組織及び運営に関する法律が一部改正され、 同年10

月1日付で新教育長として一本化されたことに伴い委員長職は廃止された。

5- 3 . 歴代教育長名簿

氏 名 就 任 年 月 日

昭 和 2 9 年 1 0 月 1 日

退 任 年 月 日

曽 . 束 輝 一 昭 和 3 1 年 9 月 .30 日

内 田  又 太 郎 昭 和 3 l 年 1 0 月 1 日 昭 和 4 6 年 9 月 3 0 日

昭 和 6 3 年 8 月 6 日

平 成 6 年 3 月 3 1 日

平 成 1 4 年 3 月 3 1 日

田 口 清

森 田  和 義

昭 和 4 6 年 1 0 月 1 日

昭 和 6 3 年 1 0 月 1 日

平 成 6 年 4 月 1 日酒 井  不 二 夫

石 丸  捷 隆

山 本  悦 三

平 成 1 4 年 4 月 1 日 平 成 2 3 年 9 月 3 0 日

令 和 3 年 3 月 3 1 日平 成 2 3 年 1 0 月 1 日

内 田  智 子 令 和 3 年 4 月1日 現 在
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1 はじめに .

平 成 2 7 年 4 月 、  「 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改

正 す る 法 律 」 の 施 行 に 伴 い 、 新 し い 教 育 委 員 会 制 度 が ス タ ー ト し 、 同 法 第

1 条 の 3 第 1 項 に 、  「 地 方 公 共 団 体 の 長 は 、 教 育 、 学 術 及 び 文 化 の 振 興 に

関 す る 総 合 的 施 策 の 大 綱 を 定 め る も の と す る 」  と 規 定 さ れ ま し た 。 .

久御山町教・育 大 綱 ( 以 下 「 教 育 大 綱 」  と い う 。 ) は 、  「 久 御 山 町 第 5 次

総 合 計 画 」  に 即 し 、  町 長 と 教 育 委 員 会 で 構 成 す る  「総合教育会議」 に お い

て 、 協 議 ・ 調 整 し 、 平 成 2 7 年 度 に 策 定 、 平 成 3 0 年 度 に 改 訂 し ま し た が 、

計 画 期 間 が 満 了 を 迎 え る に あ た り 、  令 和 3 年 度 の 総 合 教 育 会 議 に お い て 、

教 育 大 綱 の 改 訂 を 行 い ま し た 。

( 1 ;) 教青大綱の位置付け

教 育 大 綱 は 、  本 町 の 教 育 行 政 を 推 進 す る た め の 基 本 指 針 と な る も の で

す。

町 長 ま た は 教 育 委 員 会 に お い て 所 管 す る 教 育 ・ 文 化 分 野 の 基本理念、

教 育 方 針 を 示 し 、 住 民 の 理 解 、 協 力 を 求 め 、 地 域 総 が か り に よ る 教 育 を

進 め ま す 。

( 2 ) 期 間

教 育 大 綱 の 対 象 期 間 は 、  令 和 4 年 度 か ら 6 年 度 ま で の 3 年 間 を 基 本 と

し ま す 。

た だ し 、 今後 の 社 会 情 勢 等 の 変 化 を 踏 ま え て 総 合 教 育 会 議 に お い て 協

議 ・ 調 整 を 行 い 、 状 況 に 応 じ て 適 宜 見 直 し て い く も の と し ま す 。 ｫ

第 5 次 総 合 計 画 に 掲 げ る  久 御 山 町 の 将 来 像 >

つなが・ る 心  みなぎる活力 京 都 南 に 「 き ら め く 」 ま ち

̃ 夢 い っ ぱ い コ ンパク ト タ ウ ン く み や ま ̃
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2 教育大綱の構成

教 育 大 綱 は  「基本理念」 「教育方針」 に よ っ て 構 成 し ま す 。

ま た 、 そ れ ら を 実 現 す る た め の 「 基 本 方 針 」  と 合 わ せ て 定 め る も の と し

ま す 。 ｫ

教 育 大 綱 の イ メ ー ジ » -
( 1 )  基本理念

教 育 大 綱 の 「 基 本 理 念 」 は 、 第 5 次 総 合 計 画 の 基 本 目 標 で あ る 「 地 域

の 力 を 結 集 し た 教 育 の 推 進 ・ 人 と 人 が ふ れ あ い 、、 尊 重 し 合 う 心 を 育 む 」

と し ま す 。

.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l I・・・・I・・・・I I・・・・・・・.・ ・・ ・・ ・
・・
'・
'
'・・・・・・・

地 域 の 力 を 結 集 し た 教 育 の 推 進

人と人がiS、れあい、 尊重し合 う 心 を 育 む
・I・・・ ・・ I I I・ ・・・・・・・・・・I・・・・' '・・・・・'・・I・・・・・I' I I'・・・I・・・・I・・・・・・・・・・

・・・・・・・・I
・・・・

久
御
山
町
教
青
大
綱



本 町 で は 、 .少子化や高度情報化の進展、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 変 容 を は じ め 、

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 へ の 対 応 な ど 、 子 ど も た ち の 育 ち を 取 り 巻 く

環 境 が 大 き く 変 化 す る 中 、 教 育 と 福 祉 の 連 携 を 深 め 、 sD G s の 目 標 に 通 じ

る 誰 も が 安 心 し て 質 の 高 い 保 育 ・ 教 育 を 受 け る こ と が で き る ま ち を め ざ

し ま す 。

学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 一 体 と な っ て 、 心 と 体 を 鍛 え 、 人 や 社 会 と 繋 が り 、

自 立 し た 心 豊 か な 人 間 に 成 長 で き る よ う 知 ・ 徳 ・ 体 の 調 和 の と れ た 「 久

御 山 の 子 」  を 共 に 育 て ま す 。

ま た 、  希 望 す る す べ て の 子、ど も が 就 学 前 教 育 を 受 け る 機 会 づ く り を 推

進 す る と と も に 、 就 学 前 か ら 中 学 校 卒 業 ま で を 見 通 し 、 子 ど も た ち が 基

礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 ・ 技 能 を 習 得 す る と と も に 主 .体 的 に 未 来 を 切 り 拓 く

力 を 身 に っ け ら れ る よ う 、 言 語 力 を 高 め 、 I C T を 学 習 ツ ー ル と し て 場 面

に 応 じ 効 果 的 に 活 用 し な が ら 、  個 別 最 適 な 学 び と 協 働 的 な 学 び を 推 進

し 、  「 生 き る 力 」  を 育 成 し ま す 。  

加 え て 、  住 民 意 識 の 多 様 化 や 生 涯 学 習 へ の 関 心 が 薄 れ る 中 、  生涯学習

や ス ポ ー ツ の さ ら な る 推 進 を 通 じ て 、 人 と の つ な が り 、 郷 土 を 愛 す る 心

を 育 む 人 ・ ま ち づ く り を め ざ し ま す 。

こ の た .め、 町 全 体 を 大 学 の キ ャ ン パ ス の よ う な ひ と っ の  「生涯学習の

タ ウ ン キ ャ ン パ ス 」 と し て 位 置 づ け 、 「 ま な ぶ ( 生 涯 学 習 の 機 会 の 充 実 ) 」

「 そ だ て る  ( 地 域 人 材 の 育 成 ) 」  「 つ な ぐ ( タ ウ ン キ ャ ン パ ス の.充 実 と

地 域 資 源 の 活 用 ・ 連 携 ) 」 . 「 さ さ え る  ( 生 涯 学 習 推 進 体 制 の 整 備 ) 」 と

い う 4 つ の 視 点 か ら 生 涯 学 習 を 推 進 し ま す 。

( 2 ) 教 青 方 針

〇 久御山学園 . ( ※ 1 ) が め ざ す 子.ども像の具現化に向けた、園小中一貫教

育 と コ ミ ュ ニ テ ィ ー ス ク ール に よ る 「 生 き る 力 」 の 育 成

〇 次代を担う子どもの育成に向けた教育施策の充実

〇 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 力 を 結 集 し 、 子 ど も を 育 て た い と 実 感 で き る 環 境 づ

く り の 充 実

〇 人 と 人 と がっな が り 、  地域がっながる温かいまちをめざした生涯学習の

推進

※ 1  久御山学園とは、 町 立 こ ど も 園 ・ 小 学 校 ・ 中 学 校 ま で を 1 つ の  「学園」 と見立て、

0 か ら 1 5 歳 ま で を 見 通 し た 園 小 中 一 貫 教 育 を 推 進 す る と と も に 、 学 校 運 営 協 議 会

な ど か ら の 支 援 を 得 な が ら 、  町 ぐ る み で 子 ど も た ち を 育 て る 組 織 。



3 基本方針

大 綱 に 位 置 づ け た 教 育 方 針 の 実 現 に 向 け て 、  就 学 前 教 育 か ら 小 中 学 校 、

さ ら に は 社 会 生 活へ の 発 達 段 階 に 応 じ た 「.た て の 接 続 」  と 、 学 校 、 家 庭 、

地 域 等 社 会 全 体 で 取 り 組 む 「 よ こ の 連 携 」 ・に 留 意 し っっ、 次 の 6 つ を 基 本

方 針 と し て 取 り 組 み ま す 。 -

( 1 )  就学前教青の売実

だ れ も が 共 に 家 事 や 育 児 を 担 う 社 会 の 変 化 を 背 景 に 、 平 成 2 7 年 度 か ら

「 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 新 制 度 」 が ス タ ー ト し 、 幼 児 期 の 保 育 ・ 教 育 環 境

や 質 の 充 実 に 向 け た 取 組 が 進 め ら れ て き ま し た 。

こ の よ う な 状 況 の 中 、 久 御 山 町 で は 平 成 3o 年 度 に 、 幼 稚 園 と 保 育 所 の

機 能 . を 併 せ 持 ち 、 地 域 の 子 育 て の さ ま ざ ま な ニ ー ズ に 応 え る  「幼保連携

型 認 定 こ ど も 園 」 に 移 行 す る と と も に 令 和 3 年 度 末 に は 全 て の こ ど も 園

施 設 の 一 体 化 を 終 え る な か で 、  就 学 前 の 乳 幼 児 に 同 じ 施 設 で 同 じ 保 育  ・

教 育 を 保 障 す る こ と が で き る よ う に な り ま し た 。

今 後 に お い て も 、 就 学 前 ( 0 歳 ̃ 5 歳 ) の 保 育 ・ 教 育 に お い て 、 子 ど

も と 保 育 教 諭 と の 愛 情 あ る 関 わ り の 中 で 、 3 つ の 視 点 ( 身 体 的 発 達 の 「 健

や か な 育 ち 」  ・ 社 会 的 発 達 の 「 気 持 ち の 通 じ 合 い 」  ・ 精 神 的 発 達 の 「 感

性 の 育 ち 」 ) を 大 切 に 丁 寧 に 看 取 り 、 相 互 に 関 連 さ せ な が ら 子 ど も の 「 学

び の 芽 生 え 」  を 促 す と と も に 、 生 涯 に わ た る 人 格 形 成 の 基 礎 と な る 非 認

知 能 力 ( 目 標 達 成 に 向 か う 心 的 態 度 ・ 自 己 調 整 力 ・ 他 者 と 協 働 す る 力 ・

粘 り 強 く 頑. 張 る 力 ・ 挫 折 か ら 回 復 す る 力 等 )  と 学 力 の 基 盤 と な る  「言語

力 」 の 醸 成 に 努 め ま す 。 ・

ま た 、 0 歳 ̃ 5 歳 の す べ て の 子 ど も が 「 生 活 」 や 「 遊 び 」 を 通 し て 「 学

ぶ」 た め の 基 盤 と な る 環 境 整 備 に 努 め 、  保 育 - 教 育 内 容 の 更 な る 充 実 と

保 育 教 諭 ・ 職 員 の 資 質 向 上 に 努 め ま す 。

( 2 )  人生を主体的に切り拓 < ための学び

こ れ か ら 迎 え る 超 ス マ ー ト 社 会  ( S o c i e t y 5 . 0 )  や グ ロ ー バ ル 社 会 へ の

対応 ・な ど 、  め ま ぐ る し く 変 化 す る 社 会 に お い て 、 変 化 を 前 向 き に と ら え

て 、  自 分 の 力 で 考 え 、  判 断 し 主 体 的 に 行 動 で き 、  よ り よ い 社 会 と 幸 福 な

人 生 を 創 り 出 せ る 人 が 求 め ら れ て い ま す 。

こ う し た 背 景 の 中 、  本 町 に お い て は 、  子 ど も た ち に 就 学 前 か ら 系 統 的

に 育 ん で き た 非 認 知 能 力 を 基 盤 と し た . 「自己指導能力」 ( ※ 2 )  を身に

つ け さ せ 、 様 々 な 課 題 に 柔 軟 かった く ま し く 対 応 し 、 「 生 き る 力 」  を 育



ん で い く こ と を 目 指 し て い ま す 。

「 生 き る 力 」  を 育 む こ と で 、 物 事 に 対 し て 主 体 的 に 向 き 合 つ て 関 わ る

こ と が -で き 、 予 測 困 難 な 時 代 に も 自 分 の 力 で 未 来 を 切 り 拓 い て い く 力 へ

と っ な が っ て い き ま す 。

「 0 歳 か ら  1 5 歳 ま で の 育 ち と 学 び 」 を 大 切 に し た 園 小 中 一 貫 教 育 を 推

進 し て い く こ と で 、 子 ど も た ち の 「 希 望 進 路 の 実 現 」 に 向 け た 前 向 き な

挑 戦 が 継 続 で き る よ う 、 心 と 体 を 鍛 え る と と も に 、 I C T の 効 果 的 ・な 活 用

に よ  り 、  子 ど も 一 人 一 人 の 能 力 や 適 性 等 に 応 じ た 多 様 性 に 富 ん だ 教 育 を

進 め 、 学 び を 人 生 や 社 会 に 生 か し て い こ う と す る 心 豊 か な 人 間 形 成へ と

つ な が る 教 育 の 充 実 に 努 め ま す 。

※ 2  様 々 な 出 来 事 や 情 報 を 受 け 止 め 、  主 体 的 に 判 断 し な が ら 、  課 題 を 解 決 し て

い く た め の 力

( 3 )  家庭 ・地域社会の教青力の向上

予 測 困 難 な 時 代 に お い て 、  物 事 に 対 し て 主 体 的 に 向 き 合 つ て 関 わ る こ

と が で き 、  自 分 の 力 で 未 来 を 切 り 拓 い て い く 力 を 持 つ 、  心 豊 か な 人 間 に

成 長 す る た め に は 、  周 囲 か ら の 愛 情 や 信 頼 、  期 待 な ど に  「 包 み 込 ま れ て

い る と い う 感 覚 」 を 土 台 と し て 「 自 己 肯 定 感 」 が 育 ま れ る 環 境 が 必 要 で

あ り 、 学 校 は も と よ り 家 庭 や 地 域 が そ れ ぞ れ の 役 割 と 責 任 と 強 み を 自 覚

し 、 社 会 総 が か り で .教 育 に 取 り 組 む こ と が 大 切 で す 。

家 庭 は す べ て の 教 育 の 出 発 点 で あ り 、  基 本 的 な 生 活 習 慣 、  豊 か な 心 や

思 い や り を 育 む う え で 重 要 な 役 割 を 担 つ て お り 、  「 包 み 込 ま れ て い る 感

覚」 の 土 台 を 築 く こ と か ら 家 庭 の 教 育 力 を r冒]め る た め に 学 校 、  地 域 社 会

と 連 携 し た 取 組 を 推 進 し ま す 。

地 域 社 会 に お い て は 、  教 育 に 関 心 を 持 ち 、  教 育 活 動 に 参 画 す る こ と に

よ り 地 域 総 が か り で 子 ど も を 育 て る .と い う 想 い が 大 切 で あ り 、 地 域 社 会

の 力 を 結 集 し た コ ミ ュ ニ ア イ ・ ス ク ー ル に よ る 地 域 住 民 の 意 見 を 反 映 し

た 「 学 校 力 ( ※ 3 ) 」 の 向 上 を 図 り ま す 。

※ 3  質 の 高 い 教 育 活 動 を 展 開 し 、  子 ど も た ち へ の 教 育 効 果 を 高 め る 力

( 4 ) 生 種 学 習 の 推 進

本 町 で は 、 だ れ も が 活 躍 で き る 社 会 教 育 ・ 福 祉 の 拠 点 と・ し て 、  ( 仮 称 )

全 世 代 全 員 活 躍 ま ち づ く り セ ン タ ー の 整 備 を す す め 、  世 代 を 超 え て さ ま

ざ ま な 活 動 に 参 加 で き る 機 会 づ く り や 住 民 、 企 業 、 行 政 の 連 携 に よ る 生

涯 学 習 を 一 層 推 進 す る と と も に 、 学 び の 成 果 が 地 域 に 還 元 さ れ 、 人 と 人

と が っ な が っ て い く 地 域 を っ く る サ イ ク ル の 確 立 に 努 め ま す 。



ま た 、  住 民 一 人 一 人 が 互 い の 人 権 を 尊 重 し 合 う 人 権 意 識 の 高 揚 を 図 る

と と も に 、 平 和 を 願 う 心 を 育 む 教 育 の 推 進 に 努 め ま す 。

( 5 )  生種スボー ツ -の機会を売実

ス ポ ー ツ は 、  心 身 両 面 に わ た る 健 康 の 保 持 増 進 や 生 き が い づ く り 、 青

少 年 の 健 全 育 成 、  住 民 の 連 帯 感 の 醸 成 な ど 多 様 な 側 面 か ら 生 涯 ス ポ ー ツ

の 重 要 性 が 高 ま っ て い ま す 。

ス ポー ツ 人 口 の す そ 野 を 広 げ る た め に 、  身 近 に ス ポ ー ツ に 親 し む こ と

の で き る 機 会 ・ 環 境 の 充 実 を 図 る と と も に 、 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 住 民

誰 も が ス ポ ー ツ に 興 味 を 持 て る よ う 、 機 会 の 提 供 を 推 進 し ま す 。

( 6 )  ま ちへの時りと郷土・ 愛の藤成

文 化 庁 が 京 都 府 へ 移 転 さ れ 、  今 後 ま す ま す 文 化 芸 術 の 振 興 や 文 化 財 の

保 護 ・ 活 用 な ど 、 様 々 な 分 野 と の 連 携 強 化 ・ 推 進 が 図 ら れ る こ と と な り

ま す 。

歴 史 や 文 化 を 知 り 、  こ れ ま で の 町 の 歩 み を 共 有 し て い く こ と は 、 住 民

の ま ち へ の 誇 り や 愛 着 、 住 民 同 士 の 交 流 を 育 む と と も に 、 本 町 の 対 外 的

な 認 識 を 高 め る こ と に っ な が り ま す・ 。

町 の 歴 史 文 化 の 保 存 -・ 継 承 と 積 極 的 な 活 用 に よ り 、 住 民 の ま ち へ の 誇

り と 郷 土 愛 を 醸 成 し ま す 。

ま た 、 ま ち の 個 性 で あ る 歴 史 ・ 文 化 遺 産 を 広 く 町 内 外 に H  P な ど に よ

り 発 信 し 、 H  P の 充 実 に 努 め 、 住 民 の 誇 れ る 地 域 資 源 に - し て い き ま す 。
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1 教育委員会の当初予算 (令和4年度)

予備費25,000(0%)

〇性質別

単位:千円(%ｫ

教育費内訳»
〇科目別

社会教育費

294,204(31%)

幼稚園費

扶助費

54,208(6%)

保健体育費

73,571(8%) 教育総務費

2%) 13%

、学校費265,748
(28%)

359,779(38%
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①決算額の推移 (令和3年度までは決算額 令和4年度は当初予算額)

X区分 年度
平成30年度 令和元年度 . 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度

一般会計歳出合計 ( A )
(千円)

上 記 の う ち 教 育 費 ( B )
(千円)

6,994,272

943,974

7,157,107

824,756

9,497,385

1,165,654

8,147,318

987,898

7,911,000

949,034

( B ) / ( A )  ( % ) 13.50% 11.52% 12.27% 12.13% 12.00%

②人ロ 1人当たりの教育費決算額

X区分 年度
平成30年度 令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度

教 育 費 決 算 額  ( 千 円 ) 943,974 824,756 1,165,654 987,898 949,034

人 ロ [ 5 月 1 日 ]  ( 人 ) 16,096 16,003 15,860 15,688 15,577

1 人 当 た り の 教 育 費  ( 円 ) 58,646 51,538 73,496 62,972 60,925

③児童1 人当たりの小学校費決算額

X区分 年度
平成30年度 令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度

小 学 校 費 決 算 額  ( 千 円 ) 291,514 217,733 315,511 234,258 265,748

児 童 数  [ 5 月 1 日 ]  ( 人 ) 823 761 697 670 653

1 人 当 た り の 小 学 校 費  ( 円 ) 354,209 286,114 452,670 349,639 406,965

④生徒1 人当たりの中学校費決算額一区分 年度
平成30年度 令和元年度 令 和 2 年 度 令 和 3 年 度 令和4年度

中 学 校 費 決 算 額  ( 千 円 ) 118,40 C 134,97i 244,02i 121,590 126,505

生 徒 数  [ 5 月 1 日 ]  ( 人 ) 411 42 11 431 433 405

1 人 当 た り の 中 学 校 費  ( 円 ) 288,10( 317,588 566,183 280,808 312,358
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⑤園児1 人当たりの幼稚園費決算額

X区分 年度
平成3o年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

幼 稚 園 費 決 算 額 ( 千 円 )  ※ 1,033 4,954 9,901 11,279 18,030

園 児 数 [ 5 月 1 日 ]  ( 人 )

1 人 当 た り の 幼 稚 園 費  ( 円 )

※平成30年度から町立幼稚園は全て認定こども園へ移行したため、私立幼稚園の園児に係る費用のみ計上。

⑥人ロ 1 人当たりの社会教育費決算額

X区分 年度
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度

社 会 教 育 費 決 算 額  ( 千 円 ) 319,143 249,589 393,297 407,791 ・ 294,204

人 ロ [ 5 月 1 日 ]  ( 人 ) 16,096 16,003 15,860 15,688 15,577

1 人 当 た り 社 会 教 育 費  ( 円 ) 19,827 15,596 24,798 25,994 18,887

⑦人口 1 人当たりの保健体育費決算額

X区分 年度
平成30年度 令和元年度 令 和 2 年 度 ・ 令 和 3 年 度 令 和 4 年 度

保 健 体 育 費 決 算 額  ( 千 円 ) 70,570 74,138 51,263 50,689 73,571

人 口 [ 5 月 1 日 ]  ( 人 ) 16,096 16,003 15,860 15,688 15,577
l

1人当たりの保健体育費 (円) 4,384 4,633 3,232 3,231 4,723

一参考一園児1 人当たりのこども團費予算額

X区分 年度
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令 和 3 年 度 令和4年度

こ ど も 園 費 決 算 額 ( 千 円 )  ※ 624,127 626,824 870,829 892,974 769,707

園 児 数 . [ 5 月 1 日 ]  ( 人 ) 460 449 439 432 421

1 人 当 た り の こ ど も 園 費  (円) 1,356,798 1,396,045 1,983,665 2,067,069 1,828,283

※ こども園の運営に係る費用
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3 学校教育行政重点項目

̃中学3年生の希望進路の実現を目指して̃

園小中一貫教育による 「 た く ま し く  しなゃかに生き抜く力」 の育成と地域社会の力

を結集した コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス クールによる「学校力」の向上

〇 学 校 ( 園 ) 教 育 ( 単 位 : 千 円 )

( 1 )  こども園・学校の教育環境の充実を図るため、 施設・設備の整備に努める。

ア こども園施設整備事業

イ 学校施設等芝生化推進事業補助金

ウ 小・中学校情報教育環境整備事業

( 2 )  国際化社会に対する人づく りに努める。

ア 国際理解教育の充実

A L T ( 外 国 語 指 導 助 手 ) を 配 置

( 61 ,463 )継続

( 706 )継続

( 3 9 , 9 43 )継続

( 19 ,379 )継続

( 3 )  学習指導の充実を図るとともに、 特色ある学校づく りに努める。

ア 中学生学力アップ事業(ゆめ☆スタ講座)の開催 ( 5 ,244 )継続

イ 小学校に少人数指導のための講師を配置

ウ 中学校に少人数指導のための講師を配置

エ 学び推進事業「土曜塾プラス」の開催

オ 久御山学園教育研究会補助金

カ 教育相談事業の実施

(12,020)継続

( 7 ,966 )継続

(148)継続

(1, ooo) 継 続

(14,015)継続



(4)保護者負担の軽減に努める。

ア こ ど も 園  (給食費・スポーツ振興センタ ー負担金)

小学校(学級費・修学旅行費・校外活動費・給食費・スポーツ振興センター負担金等)

中学校 (学級費・修学旅行費・校外活動費・スポーツ振興センター負担金等)

に係る経費の補助

イ 要保護及び準要保護児童生徒に対する就学援助

ウ 特別支援学級在籍児童生徒に対する就学奨励費補助

(19,268) 継続

(34,878)継続

( 1 ,300 )継続



4 社会教育行政重点項目

̃地域の絆づくりを目指して̃

〇 社 会 教 育 ・ 体 育

( 1 )青少年の健全育成

①各種社会教育関係団体の充実を図るため、 活動費補助を行う c

ア 町青少年健全育成協議会 

イ 町 P  T A 連 絡 協 議 会

②まなび教室の開設

( 2 )  生涯学習の推進

①文化施設指定管理料等

②二十歳のつどいの開催

③図書館業務の充実に努め、 利用者サービスの向上を図る。

ア 図 書 購 入

イ 図書館システムの運用

ウ 障害者等図書配送サー ビ ス

エ 視聴覚資料等備品購入

④町民文化禁の開催

⑤生涯学習のまちづくりの実現 〔いきがい大学等の実施〕

⑥今後の生涯学習推進

( 単 位 : 千 円 )

( 1 ,200 )継続

( 80 )継続

( 5 39 )継続

( 9 9 , 563 )継続

( 6 3 5 ) 継 続

( 5 , 0 0 0 )継続

( 6 , 645 )継続

( 5 2 )継続

(887)継続

( 3 , 484 )継続

( 2 ,637 )継続



ア 第3次生涯学習推進計画策定事業

イ 全世代・. 全員活躍まちづくりセンター運営事業

( 3 ) スポーツ活動の振興

①町スポーツ協会組織及び事業の充実を図る。

ア 町スポーツ協会活動費補助

イ くみやまマラソン実施委員会補助

②スポーツ施設指定管理料

③スポーツ環境の充実を図るため、体育施設の整備に努める。

(2,720) 新規

(1o, ooo) 新 規

(5 ,000 )継続

(1 ,500)継続

(31,067)継続

ア 町民プールなど施設維持管理事業 (21,323)継続

④生涯スポーツ・の振興を図るため、 各種教室・大会などを実施する。

ア スポーツ大会の開催 (小学生ド 、ッシホール・町民運動会等) (2,113) 継続

( 4 )歴史文化の継承と活用

①文化財を調査保護し、 啓発を図る。 [調査・保護・啓発]  (12,581) 継続

②旧山田家住宅保存 ・ .活用事業

( 5 ) 人 権 ・ 平和教育の推進

①平和啓発平和ポスター展の実施

( 1 , 894 )継続

( 4 1 ) 継 続

( 6 )  子育て支援の充実 

①仲よし学級指導内容及び施設の充実に努め、魅力ある学級運営を図る。 (51,708)継続

②家庭教育推進事業 (206)継続
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1 施設台帳一覧

令 和 4 年 5 月  1 日現在

a設 規 解 ・ 学校(園)名

御 牧
小学校

佐 山
小学校

東 角
小学校

久御山
中学校

みまき
こ ど も 園

さやま
こ ど も 園

と う ず み
こ ど も 園

開 設 年 度 明 治 5 年 明 治 6 年 昭和50年 昭和50年 平成30年 平成30年 平成30年

児 童 ・ 生 徒 ・ 園 児 数 140 287 226 405 87 216 118

学 級 数

通 常 16 11 9 12

特別支援 2 4 3 3

計 8 15 12 15 6 12 8

保 有 普 通 教 室 数 11 18 18 20 6 17 11

理 科 室 1 1 1 2

保

有

特

別

教

室

数

音 楽 室 1 1 1 1

工 作 ( 美 術 ) 1 1

1

1

1

2

2家 庭  科 室 1

放 送 室 1 1 1 1

コンヒュ ー タ教室 . . 1 1 1 2

視 聴  覚 室 1 1

特 別 活 動 室 1 2 4 4

図 書 室 1 1 1 - 1

教 育 相 談 室 1 1

計 8 ' 10 12 . 17

. 校 舎 保  有 面 積 2,817 4,765 4,845 6,680 950 2,884 1,574

屋 体 保  有 面 積 678 684 830 1,021

給 食 室 保 有 面 積 174 173 186 336 81 163 49

・ 構 造 ステンレス

377

ステンレス

333

F R P F R P F R P F R P

36

F R P

プ - ノレ' 面 積 375 425 22 36

寸 法
13X25
1 3 X 4

11.7X24.7

1 1 X 4、

13X25
5 X 1 0

17X25 6 . 4 X 3 . 4 4 . 5 X 8 4 . 5 X 8

敷 地 面 積

建 物 4,981 8,480 5,972 12,211 1,633 4,667 2,210

グ ラ ウ ン ド 5,845 5,176 12,428 13,106 1,411 1,629 ・ 2,162

借地

その他 294 636

計 10826 13,656 18,400 25,317 3,338 6,296 5,008
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1 児童・生徒数の推移

各 年 5 月  1 日現在

年 度 児 童 数 生 徒 数 年 度 児 童 数 生 徒 数

平 成 1 5 年 902 400 平成25年 907 472

464平 成 1 6 年 905 393 平 成 2 6 年

平 成 2 7 年

897

平 成 1 7 年 932 403 865 443

平 成 1 8 年 960 394 平 成 2 8 年 846 440

平 成 1 9 年

平 成 2 0 年

- 957 396

430

平成29年 834 425

953 平 成 3 0 年 823 411

平 成 2 1 年 972 434 令和元年 761 425

平 成 2 2 年 956

932

449 令 和 2 年 697 431

平 成 2 3 年 458 令 和 3 年 670 433

平 成 2 4 年 894 479 令 和 4 年 653 405



2 児童・生徒数

小
( 令 和 4 年 5 月  1 日現在)

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合 計

児 童 数 26 22 13 25 23 31 140

学 級 数 1 1 1 1 1 1 6

小

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合 計

児 童 数 46 47

. 52

39 45 58 287

学 級 数 2 2 2 1 . 2 2 11

小

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 合 計

児 童 数 40

2

36 39 31 44

2

36

1

226

学 級 数 1 2 1 9

1 年 2 年 3 年 合 計

生 徒 数 ・

126 130 149 405

学 級 数 4 4 4 12



3 町立小 , 中学校教職員数

令 和 4 年 5 月  1 日現在)

X区 分 学校名

御牧小学校 佐山小学校 東角小学校 久御山中学校

校 長 1 1 1 1

教 頭 1 1 2 1

主幹教諭 0 0 0 1

教 諭

男 5(1) 8(2) 8(2) 16(4)

女 6(1) 12(2) 11(2) 14(3)

養護教諭 1 1 1 1

計

男

女

14(2)

6(1)

8(1)

23(4)

10(2)

13(2)

23(4)

10(2)

13(2)

34(7)

19(4)

15(3)

事 務 職 員 1 1 1 2(1)

栄養教諭 。 栄養士 2(1) 1(1) 0 1(1)

教職員総数 17(3) 25(5) 24(4) 37(9)

※講師は、 ( ) 内 に 内 書 き



4 通学区域、区 域

御牧小学校 .

北川顔、 藤和田、 島田堤外のうち町道N T T グ ラ ウ ン ド 線 よ り 西 側 、
それ以外の島田全域、坊之池、中島、西一 ロ、 東 一 ロ 、 相 島 、 森 、 野
村、 . 伏見区向島下五反田

佐山小学校

佐山 〔双栗:1,2及び府道宇治淀線より南側〕 、 佐古 〔東角及び清水
を 除 く 〕 、 市 田 、 田 井 、 下 津 屋 、 島 田 堤 外 の う ち 町 道 N T T グ ラ ウ ン
ド線より東側、森〔南大内:232 ,233〕、野村〔外野:34一市田鈴間
の西側〕

東角小学校
林、 栄、 佐山 〔、籾池及び双栗のうち府道宇治淀線より北側 (双栗:
1 , 2 を 除 く ) 〕 、 佐 古 〔 東 角 ・ 清 水 〕

京都市立 .

明親小学校
大橋辺 〔府道宇治淀線より東側〕

京都市立
美豆小学校

大橋辺 〔府道宇治淀線より西側〕

久御山中学校 大橋辺を除く久御山町全域、伏見区向島下五反田

. 京都市立
大淀中学校

大橋辺



5 久御山町の教育理念 『<みやまタウンキャンパスプラン』

̃久御山学園̃

久御山町教育委員会では、生涯学習の視点から策定された「くみやまタウンキャ

ン パ ス プ ラ ン 」  の理念 iこ基づき、 我がまちが誇る優秀なものづくりの技術や人財

(材)、自然や歴史的資源、公共施設、住民パワー、行政サービスなどを結集して、

次世代を担う 「久御山の子」 を育てることを目指しています。

※ 「くみやまタウンキャンパスプラン」 とは、 久御山町全体をキャンパスととらえ、

地域にある先進的な企業や産業の技術・知識、文化財、人財(材)等と協働し ・、地域

全体で特色ある教育を推進するとともに、近隣の大学や高等学校との連携によるスム

ーズで一貫性のある教育により、 子ども達の希望進路の実現・地域有為の人材育成を

目指す教育ビジョンとして取組を推進します。 

( 期 間 ) 平 成 1 6 年 度 か ら 1 0 年 間 ( 1 次 )  平 成 2 6 年 度 か ら 1 0 年 間 ( 2 次 )

(1)久御山町の教育の方針

久御山町の教育は、 日本国憲法と教育基本法に基づき、 京都府教育振興プラン、 京

都府教育委員会学校教育の重点、 社会教育を推進するためにを踏まえ、 予測困難な社

会の中で、人々が自発的に学習することによって、自らの能力を伸ばし、人として豊

かな心を持つて生きがいに満ちた生活を送ることができる社会の実現をめざすもの

で す 。 そ の.ために、確かな学力、豊かな人間性・健やかな体などの育成を基本とし、

この社会に柔軟に対応する能力や資質の育成に努めることが必要です。 

久御山町の教育行政に関する方向性を明確化した 「久御山町教育大綱」 は、 総合教

育会議において、 第5次総合計画に即したものになるよう策定されています。 ,,

久御山町教育委員会は、 「久御山町教育大綱」 による教育・文化分野の基本理念、

教育方針の実現に向けて、 学校教育と社会教育の双方からの連動した取組による基本

方針の実現をめざします。

(2)学校教育の方針

学校教育においては、予測困難な社会を「たくましくしなやかに生き抜く力」の育

成を目指しており、その力を「生きる力」を「自立する力」「展望する力」「挑戦する

力」「共生できる力」ととらえ、久御山の子どもたちが将来「自・ らの夢の実現」のた

めに自ら学習し、困難に立ち向かうことのできるたくましい心と体を鍛え、人や地域

社会とっながって「自己実現」 をめざすことのできる人間に成長できるよう教育活動

を展開します。 、

具体的には、 町立こども園・学校における園小中一貫教育によって「質の高い学力」

「豊かな人間性をはぐくむ心の教育の推進」、 「基本的生活習慣の確立と生活実践力の

育成」など知・徳・体の調和のとれた園児児童生徒の育成を目指して、こども園・学

校と保護者、 地域、 学校運営協議会等が一体となって 「久御山の子」 を共に育てます。

各校園においては、 幼保連携型認定こども園教育・保育要領及び学習指導要領を踏



まえ、 校園長主導の体制の下、 保育・教育活動を推進します。

「めざす子ども像」 として、次のような姿を設定し、関係機関や住民の方にも広く

周知し、共通理解を図つていきます。

◇自立:

◇展望:

自分でできることは自分ですることやものごとを自分の責任において決定

することができ、やがて、社会貢献としての仕事ができる力

夢と希望を持ち、 その実現のために見通しを持つて準備し、 生涯にわたっ

て自己を高めようとする力

◇挑戦:自己の可能性を信じ、夢や希望の実現に向けて、 リスクに立ち向かうたく

ましい心と体

◇共生:互いの違いを認め、 尊重し、 人や社会と繋がって共に豊かに生きる力

(3)久御山学園について

①久御山学園創設の趣旨

久御山町教育委員会では、 久御山の子どもたちが将来 「自発的に学習するこ

とによって自らの個性・能力を伸ばし、豊かな心を持ち、人や社会と っながっ

て自己実現をめざすことのできる自立した人間」 を育成することをめざして、

久御山町の学校支援事業、 久御山学園教育研究会を核と した園小中一貫教育や

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル な ど を 推 進 し て き ま し た 。

これらの事業や施策は少しずっ成果を上げてきましたが、 社会情勢等の急激

な変化に対応し、 今後更に地域住民の教育に関する期待に応えることが必要で

あると考えます。

そこで、『久御山学園』は、 『めざす子ども像』を定めて、地域・保護者・ 学

校・こども園が、同じ目標に向かって教育活動を推進するとともに、4つの育

成したい基本的な力として「自立」「展望」「挑戦」「共生」を掲げています。

②久御山学園の位置付け

『久御山学園』 とは、町立こども園及び小・中学校 .を町全体の学園と捉え、

0歳から15歳までを通した園小中一貫教育と、地域と家庭・学校をっなぐ学校

運営協議会等とともに、 町ぐるみで子どもを育てる組織です。

なお、 実施期間は、 久御山町教育委員会が必要と認める期間継続するものと

しています。





「教職員の資質向上を日指す組織」
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6 学校教育指導の重点

(1)基本方針

・ 日本国意法と教育基本法に基づき、 京都府教育振興プラン、 京都府教育委員会

学校教育の重点を基本とした教育活動の推進 .

【久御山町の基本方針】

◇園小中一貫教育による「たくましくしなやかに生き抜く力」の育成

◇ 地 域 社 会 の 力 を 結 集 し た コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル に よ る 「 学 校 力 」 の 向 上

【重点課題】

◇ 「 質 の 局 い 学 力 」 の 育 成 ( 知 )

◇豊かな人間性の育成と多様性が尊重できる心の教育の推進 (徳)

◇基本的生活習慣の確立と生活実践力の育成 (体)

◇学校の教育力の向上と信頼される学校づく り .

【具体的方策】

◇ 「 久 御 山 学 園 」 を 核 と し た 「 た く ま し く し な や か に 生 き 抜 く 力 」 の育成

̃中学3年生希望進路の実現̃

久御山町の基本方針を実現するためには、 こども園、 小・中学校 (以下 「学校」 と

い う )  が一体となって取り組む必要があります。 また、公教育の最大の強みでもある

地域の力を学校に.生かし、 学校力を高め、 「地域の子は地域で育てる」 組織的な取組

が必要です。 .

久御山町教育委員会は、 学校・保護者・地域の一体的な教育を具体的に推進するた

めの組織として『久御山学園』を設置し、 子どもたちに学力の基盤となる 「言語力」

とたくましくしなやかに生き抜く力の基盤となる「自己指導能力」を身にっけさせる

と と も に 、  それらの力を下支えする非認知能力を育成するため、 9つの重点目標達成

をめざ ・して取組を推進します。 ,

(2)久御山町の重点目標と具体的対策

̃ 質 の局 い学・ 力の育成̃

【重点目標1】« 質の高い学力.を育む»

〇基礎基本の定着

① 学力向上と学力を支える基盤づくりの研究・実践

ア すべての保育・教育活動において 「言語力」 の育成を視点とした保育・授業

改善の推進

・ 発達段階に応じた「言語力」の育成とっけたい力の焦点化

読書活動の充実による語彙力・論理的思考力等の育成

イ 取組の充実

ウ 校種間の充実(園小、園中、小中)

就学前教育と義務教育9年間を見通した一貫教育の確立

校種間連携、 小小連携などによる指導内容と指導方法の確立



② 個に応じた指導の充実 .

ア. 小・中学校における少人数学級や少人数授業の実施による学力の充実・向上

少人数学級など個に応じた指導方法の工夫、 改善

イ 小 ・ 中学校における各種学力調査結果の組織的な分析と課題解決に向けた指

導の実施

ウ 学力の充実・向上に向けての取組の推進 .

・あらゆる教育活動の場を活用した、学力の充実・向上の取組

学習支援員配置事業や「水曜塾プラス」 「土曜塾プラス」などを活用した「学

び直しの場」を設定することによる基礎・基本の徹底 .

・民間事業者による中学生学力アップ事業 「ゆめ☆スタ」 講座の復習・予習に

よる学校教育の補完、小学校6年生を対象とした補充学習事業「ゆめ☆スタ」

春季講習の実施

エ 特別支援教育の視点を踏まえた個に応じた保育・教育の充実

オ キャリア・パスポートの視点を生かした取組の充実 、

・全ての教育活動において「見通し」と「振り返り」を大切にした意図的なは

た ら き か け

子ども及び保護者の心を動かす対話

カ 「まなびスタート」調査による分析_
就学月リまでの育ちを可視化することを通した課題の早期発見、早期対応

④ 就学前教育の充実

ア 遊びを通した人間形成の基礎や非認知能力の育成

⑤ 保育力・授業力の向上(町内こども園、 学校に勤務する全ての教職員) .

ア 久御山学園教育研究会を核とした研究による、指導方法や指導技術の向上と

共有化

イ 町教職員研修の充実

ウ スーパーバイザーや支援アドバイザー・ベテラン教員からの 指導技術の伝承

⑥ 小学校専科教員の適切な活用

ア 学園としての系統性を踏まえた専門性の高い教科指導

〇「活用する力」の育成

① 指導方法の充実

・ ア 情報活用能力の育成 ・ 

・知識や技能を活用し、教科横断的な視点で物事を捉え、実社会での課題解決

に向けて創造的・論理的思考力をはぐくむ取組を推進

学習に向かう意欲喚起、意見の即時共有、思考を深める授業改善など、 I C

T機器の効果的・効率的な活用

校務の効率化や共有化における働き方改革の推進

イ ェビデンスを基にした支援

キャリア・パスポートの視点を生かした取組で得た子どもの変容を家庭と共

有 

・ 「まなびスタート」  調査による分析及び指導改善

P D C Aサイクルを意識した教育の推進

② ・ 全ての教育活動における言語活動の充実 .



ア 就学前から中学卒業までを見通した取組の充実

③ 全ての教育活動におtナる思考力・表現力・判断力の育成

ア 日々の授業等の改善による基礎基本を生かした思考力・表現力・判断力の育

成

〇学習意欲の向上

① 家庭との連携による、 家庭における学習習慣の確立

ア 学校と家庭の緊密に連携による、学習習慣の確立をめざした自主学習の取組

の推進

イ 学習する場や機会の提供などの環境整備

② 地域との連携による、 社会人講師の活用

ア 地域人材の発掘 .

イ 社会人講師の活用による児童生徒の学習意欲の向上

③ 生徒指導の3機能を活かした指導の充実 ・

ア 子どもに達成感を持たせるような意図的・計画的な活動. ・

イ 自己肯定感や自己有用感を体験的に積み上げる場の設定

④ 中学卒業時「英語検定3級」合格を日指した取組の推進(受検料補助事業)

⑤ 学ぶことの意義や楽しさを感じられる多様な遊び

ア 学習の見通し、 振り返りを大切にした課題解決型の授業の展開

イ 1人1台端末の活用やォンラインによる双方向授業の確立

̃豊かな人間性をはぐく む心の教育の推進̃

【重点目標2】« 人を思いやり尊重する心など、 豊かな人間性を育む»

〇 豊 か な 感 性 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力

① 多樣な人の関わりを通した自他との違いの認識と自尊感情の育成 .

ア 非認知能力を基盤とした自己肯定感や自己有用感を培う指導の充実

イ コミュニケーション能力の育成、人と共生できる力の育成

② 道徳教育の推進

ア 道徳教育の推進体制の充実、 「考える道徳・」 「議論する道徳」への授業改善

イ 「京の子ども 明日へのとびら」や地域教材を活用するなど、効果的な資料

の活用や問題解決的な学習、 体験学習を取り入れた多様な指導による心の教

育の充実 

・年間指導計画に位置づけた、計画的な活用

③ 読書活動を通じた創造力、 表現力の育成

ア 学校図書館及び図書館司書の活用と多様な読書活動による読書習慣の形成

イ 学校や家庭、地域での読書活動の推進

④ 持続可能な世界に向けた目標設定(SDG s ) を 通 し た 教 育

ア 人権意識・人権感覚の向上

イ 気候変動・環境問題への意識が高まる教育の推進

̃基本的生活習慣の確立と生活実践力の育成̃ ・

【重点目標3】« 一人一人を大切にし、 個性や能力を最大限に伸ばす»

〇生き抜く力をはぐくむ



① 勤労観・職業観を育てるキャリァ教育の推進

ア キャリア教育の教職員研修

イ 職場体験活動の推進

・地域の企業、 公共施設などでの中学2年生の職場体験活動の充実

ウ 地域自然体験活動を通しての価値観の形成

地域での体験活動を通じて、勤労観・職業観を育成

② 社会的自立を促す特別支援教育の充実

ア ノーマライゼーションの進展などに対した、特別支援教育の理解を図るため

の研修の充実

イ 個に応じた指導の推進と指導方法の工夫改善 (特別支援教育補助員の配置)

ウ 特別支援教育にっいての啓発活動の充実

エ 特別支援教育に関わる町内組織の連携と体制の充実

オ 子どもの発達を見据えた「移行支援シート」の活用

③ 地域学習の充実

ア 地域教材の活用と体験学習の充実

・各教科等での本町の特色を生かした地域教材の活用や体験学習を計画的に

実施

イ 地域理解を図る教職員研修の実施

新転任職員のフ イールドワークの実施

〇就学前教育の推進

① 保育教諭の資質・専門性の向上や特色ある就学前教育活動の促進

ア 園小の円滑な接続のためのカリキュラムの充実

イ 園内研修会の充実

ウ 幼児教育アドバイザーを活用した研修支援

〇自尊感情を育む人権教育の充実

① 生命と人権を尊重し、 豊かな人間性を育成する指導の充実・

ア 発達に応じた人権問題の正しい理解

イ 基本的人権の尊重に関する指導の徹底

人権教育年間計画をもとにした、各教科、 . 教科外などでの指導

京都府教育委員会作成の人権学習資料集などの活用

・ 「いじめを許さない」土壌づくりの実践

「部落差別の解消の推進に関する法律」 等差別のない社会の実現

インターネット社会の中で多様化・複雑化する人権問題の解決に向けた人

権学習の充実

教職員等の認識深化及び実践力 ・指導力向上を図る人権研修の充実

̃基本的生活習慣の確立と.生活実践力の育成̃

【重点目標4】« たくましく健やかな身体を育む»

〇健やかな身体と体力向上

① 健やかな身体の育成

ア 生活習慣及び生活規律の確立をめざした指導及び確立に向けての保護者啓

発



・家庭生活スタンダード、 園・学校生活スタ ンダード、 睡眠教育リーフレット

の活用 -

イ 久御山学園での15年間を見通した系統的指導

・園小中連携会議でのベクトル合わせ

② 体力の向上

ア 新体力テストなどを活かした子どもの体力・運動能力向上 .

・運動機会の時間確保と体験的活動の重視

「運動遊びガイドブック」 や 「原の子ども元気なからだスタンダー ド」

活用

③ 地元産食材を生かした食育の推進

ア 学校給食を中心にした食育の推進

給食での地場産の食材活用や食文化への理解・指導

・栄養教諭による指導の推進

等の

【重点目標5】« 社会の変化に対応し、 よりよい社会の構築に貢献できる力を育む»

〇現代的課題に対する関心を高め、 理解を深める教育の推進

① 情報教育の推進 ・

ア GIGAスクール構想の実現に向け、ICTを活用した「個別最適化」と「協働的

な学び」の一体的な充実

イ 携帯電話・スマートフオン等の普及による情報に関するルール・マナーの徹

底 , , ,

ウ プ ロ グ ラ ミ ン グ 的 思 考 を 培 う カ リ キ ュ ラ ム の 充 実

〇グローバル化に対応できる人材の育成

① 国際理解教育の推進

ア 国際理解教育及びALTを活用した外国語指導の効果的な実施

イ コミュニケーション能力の育成に努め、異文化の理解を図る取組の推進

ウ 新学習指導要領に準じた小中学校外国語教育の推進

〇公共の精神や社会参画の意識を育む教育の推進

① 福祉教育の推進

ア 体験学習の充実

児童生徒の実態に応じた取組の実施

̃学校の教育力の向上と信頼される学校づく り ̃

【重点目標6】« 安心・安全で充実した教育の環境を整備する»

〇危機管理と安全対策

① 学校の危機管理・安全対策の充実

ア 教職員の研修や訓練の実施

「学校における安全教育の手引き」 (京都府教育委員会作成) を活用した校

内研修の実施

イ . 学校・家庭・地域社会が連携した取組の推進

・ 地域や関係機関と連携をした、防災、防犯に対する訓練の実施

② 危機管理能力の育成



ア 危機管理マニュアルの整備と不断の見直し

イ 「学校における安全教育の手引き」 (京都府教育委員会作成) の周知徹底

③ 学校安全の取組の充実

ア 安全に関する指導や避難訓練、集団登下校等の計画的な実施

イ 校内の施設・設備の適切な管理

ウ 発達段階に応じた系統的な防災教育の推進

〇いじめや暴力行為の防止対策、 不登校の子ど. もへのきめ細やかな支援の充実

① 生徒指導の充実

ア 非行防止教室の実施及び生徒指導体制の充実

イ 家庭、地域、専門機関との連携

ウ 体罰を許さない指導の徹底

② ぃ じめや不登校等の早期発見と早期対応

ア 「久御山町いじめ防止基本方針」 「学校いじめ防止基本方針」 に基づいた取

組の実践

イ 全教職員が一丸となった早期発見・早期解決に向けた「魅力ある学校づくり」

の取組推進

不登校等への「未然防止」・ の取組として、各校が創意工夫した授業づくりと

集団づくりに取り組む。

「初期対応」及び「自立支援」にっいて、学校組織体制の整備 - 充実

ウ 家庭との連携、相談活動

エ 「心の居場所サポーター」 「スク ールカウンセラー」 「スクールソーシャル

ワーカー」 「まなび・生活アドバイザー」などと連携した支援の充実

オ 関係機関(教育相談室、 .児童相談所な. ど ) と の 連 携

③ 専門的機関との連携

ア 久御山町要保護児童生徒対策協議会、くみやま子育て応援センターはぐくみ

等の町内各機関や児童相談所等との連携

イ ぃ じめ問題対策調査委員会への情報提供

【重点目標7】« 学校の教育力の向上を図る»

〇きめ細かな指導体制

① 少人数教育を活かした、きめ細やかな指導方法

ア 少人数授業などの指導方法の工夫

効果の高い指導方法の交流

指導方法の工夫・改善に関する共同研究の推進

② 専科教員による指導の充実

〇校種間連携の推進

① 園小中接続の強化 

ア 園小連携や小中連携の積極的な体験活動の推進

イ 進路指導・キャリア教育の充実

ウ 園と小とをっなぐ接続カリキュラムの充実

【重点目標8】« すべての教育の出発点である家庭教育を支援する»

〇家庭・地域との連携・協働

① . 学社連携によるP TA活動、 コミュニティの充実による家庭教育力の向上



ア 「早寝・早起き ・ 朝 ご は ん ・ あ い さ っj 運動の推進と家庭・地域社会への啓

発

・. 家庭・地域が一体となった「早寝・早起き・朝ごはん・あいさっ」運動の推

進

イ P T A 、 コ ミ ユ ニティとの連携による久御山学園「久御山学園ウィーク(家

庭学習・読書活動)」の実践推進

P T Aや学校運営協議会等との連携

ウ 「地域で子どもを育てる」基盤形成

エ 児童虐待の早期発見・早期対応のための校内相談体制の整備、関係機関との

連携強化及び 防止のための啓発の推進

オ 薬物乱用防止やネットトラブル等に関する学習資料を活用した保護者等の研

修の実施及び 保護者同士のネットヮークづくり推進のための支援

【重点目標9】 -« 地域社会の力を活かして子どもを育む環境をっく る »

〇 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル

① コ ミ ュ ニ テ イ ・ ス ク ー ル の 体 制 づ く り の 推 進

ア 学習・体験・安全等の地域ボランティア活動の推進

イ 学校評価の充実

・学校評価アンケートをもとにした懇談

ウ ホームページ等を活用した情報発信

エ 地域や保護者の学校教育に対する理解と支援

地域人材の発掘



7 研究テーマ ・内容

園 ・ 校 名 研 究 テ - マ 研 究 内 容

〇各園の保育研究を通して、他園を知る。

〇町立こども園の全ての保育者が同じ思いで子

ども達を見つめ、保育を進めていけるよう共

通理解を図る。

〇子ども主体の生き生きとした保育にっいて、

環境構成・保育者'の援助より考えてみる。

〇日々の記録を通して個の姿を捉える。 又、 期

間案から月案・週案を計画立て、見通しをも

った保育を行う。

〇日々の評価・反省をきちんと行い、 明日の保.

育にっなげていく。

.み ま き

こ ど も 園

保 育 と は ?  ・ 保育者とは?

̃T寧なまなざしで心に寄り添う

あたたかい保育をめざして̃

〇各園の保育研究を通して、 他園を知る。

〇町立こども園の全ての保育者が同じ思いで子

ども達を見つめ、保育を進めていけるよう共

通理解を図る。

〇子ども主体の生き生きとした保育に.ついて、

環境構成・保育者の援助より考えてみる。

〇日々の記録を通して個の姿を捉える。 又、 期

間案から月案・週案を計画立て、見通しをも

った保育を行う。

〇日々の評価・反省をきちんと行い、明日の保

育にっなげていく。

さやま

こ ど も 園

保 育 と は ?  ・ 保 育 者 と は ?

̃丁寧なまなざしで心に寄り添う

あたたかい保育をめざして̃

〇各園の保育研究を通して、 他園を知る。

〇町立こども園の全ての保育者が同じ思いで子

ども達を見つめ、保育を進めていけるよう共

通理解を図る。

〇子ども主体の生き生きとした保育にっいて、

環境構成・保育者の援助より考えてみる。

〇日々の記録を通して個の姿を捉える。 又、 期

間案から月案・週案を計画立て、見通しをも

った保育を行う。

〇日々の評価・反省をきちんと行い、 明日の保

育にっなげていく。

と う ず み

こ ど も 園

保 育 と は ?  ・ 保育者とは?

̃丁寧なまなざしで心に寄り添う

あたたかい保育をめざして̃

〇生徒指導の3機能を生かした授業づく り

〇課題や自分の考えを、 絵や図、 線分図等で

表現し、主体的に思考することのできる授

業 づ く り

〇児童が意欲的に取り組む自主学習を目指し

た学園ウィークの充実

〇自己肯定感・自己有用感の高まるキャリ

ア ・ パ ス ポ.ートの充実

『互いに認め合い、主体的に自分の考え

を発信できる児童の育成』

̃文章の意味を正確に理解し、自分の

考えを表現するための指導・支援のあり

方 ̃

1

御牧小学校



園 ・ 校 名 研 究 ァ - マ 研 究 内 容

〇情報活用能力を育むための授業づくりの推進

〇プログラミング的思考を育むための計画と

運営

〇年間指導計画に沿つた情報モラル教育の充実

〇非認知能力育成のための取組

〇タプレット活用の充実

〇課題解決に向けて論理思考で情報を収集、 整

理 ・ 分 析 比 較 ・ 検 討 、 表 現

〇授業づくりシートを活用し、主体的に対話的

な深い学びを基にした学習過程の研究

〇TEAタイムを活用した非認知能力の育成に向

けた意図的な取組

0家庭教育の質の向上に向けた取組

『主体的に考え

情報を活用できる子の育成』

̃課題意識を高めるための授業実践̃

佐山小学校

束角小学校
『未来への貯金プロジェク ト』

̃後伸びする力の育成を目指して̃

〇生徒が主体的に学ぶための授業改善や、深

い学びへつながる授業改善

(研究グループごとにテーマ設定)

〇ユニバーサルデザインの視点を取り入れた

環境整備と授業改善

〇生徒の自己有用感を高め、 生徒が互いに認

め 合 え る よ う な 授 業 づ く り ・ 集 団 づ く り

〇家庭学習の習慣化や基礎学力の定着に向け

た取組の推進 (水曜塾プラス)

久御山中学校
『 iPad ( IcT)の効果的な活用』

̃ 人 ・ 知 識 ・ 思 考 を 繁 ぐ 授 業 ̃



8 保健 , 安全

①身体発育

X学 年 等 項 目

身 長(cm ) 体 重(Kg )

男 子 女 子 男 子 女 子

町平均 ・ 1 1 6 . 5 116.2 21.1 20.7

1 年
府平均 116.5 115.7 21.3 21.3

小 町平均 123.5 121.7 24.3 24.9

2 年
府平均 122.7 121.7 24.1 23.9

町平均 129.1 127.0 27.8 27.2

学

3 年
府平均 128.5 127.6 27.2 26.4

町平均 134.8 134.7 31.0 30.8
4 年

府平均 134.0 134.1 30.9 30.4

町平均 139.2 140.0 34.0 33, 9

校
5 年

府平均 139.7 140.4 34.7 34.3

町平均 146.2 148.7 38.4 41.1
6 年

府平均 145. 7 147.3 38.8 39.4

中

町平均 154.8 152.2 46 .0 43.7

1 年
府平均 153.4 152.3 44.2 43.4

町平均 160.6 155.1 50.3 46.9

学

校

2 年
府平均 160.9 154.9 49.4 46.8

町平均 164.7 156.5 52.0 51.3

3 年
府平均 165.9 157.2 53.8 49.4



②学校管理下における園児 ・ 児童 ・ 生徒の事故災害報告状況

こ ど も 園 小学校 中学校 計 構成比(%)

被
災
者

男子

女子

11 29 28 68 51.13

12 17 36 65 48.87

合計 23 46 64 133 100.00

被
災
者
学
年

こ ど も 園 小 ・ 中 学 校 一一-_-・一一-'____
o 歳 児 1 年 0 8 19 27 20.30

1 歳 児 2 年 3 4 34 41 30.83

2 歳 児 3 年 4 3 11 18 13.53

3 歳 児 4 年 3 10_ 13 9.77

4 歳 児 5 年 1 6_ 7 5.26

5 歳 児・ 6 年 12 . 15_ . 27 20.30

合計 23 46 64 133 ・ 100.00

被
災
時
の
状
況

体育授業 18 20 38 28. 57

その他の授業 - 保育時 21 3 0 24 18.05

体育行事 ・
0 8 8 6.02

体 育 ク ラ ブ 0 23 23 17.29

休憩時 21 12 33 24.81

その他 i 4 1 7 5.26

合 計 23 46 64 133 100.00

各 教 室 7 4 1 12 9.02

被
災
の

場
所

廊 下 ・ 階  段 1 6 3 10 7.52

体 育 館 0 12 21 33 24.81

運 動 場 ・ 校 庭 12 19 27 58 43.61

道 路 0 2 5 7 5.26

そ の 他 3 3 7 13 9.77

合計 23 46 64 133 100.00

骨 折 1 9 17 27 20.30

脱 臼 4 0 0 4 3.01

主
な
傷
空
口

名

捻 挫 2 15 21 38 28.57

. 打 撲 11 14 12 37 27. 82

挫 創 ・ 擦 過 傷 0 1 2 3 2.26

切 創 ・ 裂  傷 3 3 1 7 5.26

歯 折 0 0 0 0 0.00

熱 中 症 0 0 0 0 0.00

そ の 他 2 4 11 ・ 17 12.78

合 計 23 46 64 133

100.00 ・

被
災
の
程
度

死 亡 0

0

0 0 0 0.00

3箇月以上 0 0 0 0.00

. 2箇月以上 0 0 0 0 0.00

1箇月以上 0 0 0 0 0 0 0

2週間以上 2 16 24 42 31.58

2週間未満 21 30 40 91 68.42

合 計 23 46 64 133 -100.00



③園児・児童・生徒の交通事故状況

こ ど も 園 小 学 校 中 学 校 合 計

被
災
者

男 子 0 3

0

1 4

2女 子 0 2

3合 . 計 0 3 6

被
災
の
状
態

と び 出 し 0 0 0 0

歩 行 中 0 1 0 1

自転車運転中(同乗) 0 2 3 5

自 動 車 同 乗 中 0 0 0 0

合 計 0 3 3 6

対
象
物

二 輪 車 0 0 0

1

0

4

2

自 動 車 0 3

そ の 他 0 0 2

合 計 0 3 3 6

被
災
原
因

本 人 の 不 注 意 0 1 2 3

相 手 の 不 注 意 0 1 0 1

双 方 の 不 注 意 0 1 1 2

そ の 他 0 0 0 0

合 計 0 3 3 6

発
生
時

登 下 校  ( 園 )  時 0 1 3 4

在 家 庭 時 0 2 0

・ 2

そ の 他 0 0 0 0

合 計 .0 3 3 6

傷
生

名

骨 折 0 0 1 1

打 撲 0 1 2 3

切 創 ・ 裂 傷 0 1 0 1

挫 創 ・  擦 過 傷 0 1 0 1

そ の 他 0 0 0 0

合 計 0 3 3 6

被
災
の
程
度

死 亡 0 0 0

0 '

3 箇 月 以 上 0 0 0 0

2 箇 月 以 上 0 0 0 0

1 箇 月 以 上 0 0 0 0

2 週 間 以 上 0 0 1 1

2 週 間 未 満 0 3 2 5

合 計 0 3 3 6

(月別発生状況)

4 5 6 7 8 9 l 0 11 12 1 2 3 合 計

こ ど も 園 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 学 校 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 3

中 学 校 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

合 計 2 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 6
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9 特別支援教育

1 目標

障害のある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組みを支援するとい

う視点に立ち、児童生徒等一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を局め、

適切な指導や支援を行う。

2 特別支援学級等設置状況 ( 令 和 4 年 5 月  1 日現在)

学 校 名 種 別 学級数 設置年月日 児童生徒数

御牧小学校
知 的 障 害

情緒障害

1

1

S55. 4. 1

H20. 4. 1 ・

4

4

知 的 障 害

自閉・情緒障害

肢体不自由

通級指導教室

2

1

1

1

S47. 4. 1

H13. 4. 1

H31. 4. 1

H11. 4. 1

11

・ 6

1

27

佐山小学校

知 的 障 害

自閉・情緒障害

通級指導教室

知 的 障 害

自閉・情緒障害

通級指導教室

2

1

1

S53. 4. 1

H16. 4. 1

H11. 4. 1

11

5

25

東角小学校

2

1

1

S50. 4. 1

R4.4.1増設

H20. 4. 1

H29. 4. 1

5

4

6

14

久御山中学校

3 久御山町教育支援委員会

( 1 ) 目 的

障害がある乳幼児及び児童生徒に対して、障害の種類・程度に応じた就学、及

び教育的支援等の継続した相談・支援及び指導・助言を図る。

( 2 ) 委 員  

教育長が委嘱、 又は任命した委員で構成する。

医師・関係教育機関の職員・関係行政機関の職員

( 3 ) 専 門 部

教 育 支 援 部 会 一 心 身 に 障 害 の あ る 幼 児 . ・児童・生徒の適切な就学相談及び

継続的な教育支援を行う。

啓発・研修部会一特別支援教育に対して、児童 - ・生徒、保護者等に正しい理

解と認識を深めるための啓発活動及び研修を行う。



10 情報教育

1 高度情報通信社会への対応
高度情報通信社会である現在、社会の変化に適切に対応していくことは学校教育

における重要な課題である。

久御山町では、社会の情報化に主体的に対応できる基礎的な資質を養う観点から、

昭和61年度に京都府下の中学校では初めて冷暖房完備のコンピュータ教室を久御

山中学校に設置した。 ・

さらに、 平成元年度には御牧小学校、 2年度には佐山小学校、 3年度には東角小

学校にコンピュータ教室を設置するとともに、 4年度には御牧小学校の機器増設及

び久御山中学校の第2コンピュータ教室設置を行い、 コンピュータ等情報手段を活

用する能力の育成を図つてきた。

その後、 平成9年度からは、 全小学校コンピュータ教室及び久御山中学校第1・

第2コンピュータ教室の機器等の更新を順次行い、現在全小・中学校においてイン

ターネッ ト利用環境が整備されている。 平成15年度は御牧小学校と佐山小学校、

平成16年度には東角小学校、平成19年度には久御山中学校第1・第2コンピュー

タ教室の全面改修を行い、機器の更新を行つた。

. 平成21年度には、小学校においてコンピュータ教室の機器等を更新すると共に、

校内の L.AN整備を行つた。また、全小・中学校において、通常教室及び特別支援

教室にデジタルテレビ、学校毎に電子黒板を1台配備し、情報教育環境の充実を図

った。

平成26年度には久御山中学校のコンピュータ教室を1つに縮小し、 機器等の更

新 を 行 う と と も に 、 サ ポ ー ト を 終 了 す る 〇  S対応のため、小学校の教師用コンピュ

ータの一部を更新した。

平成28年度には、 小学校のコンピュータ教室の機器等の更新を行い、 タ ブ レ ッ・

トの導入及び無線L A Nの整備を行つた。 また、 小学校の教師用コンピュータの一

部を更新した。

令和元年度には、 久御山中学校のコンピュータ教室の機器等の更新を行い、 タ ブ

レットの導入及び無線LANの整備を行つた。また、サポートを終了する〇 S 対 応

のため、 小学校の教師用コンピュータの一部を更新した。

令和2年度には、 G I G Aスクール構想に基づき、 久御山町立小中学校の児童生

徒に対して、 1人1台のタブレット端末及び周辺機器を整備するとともに、小中学

校内に高速大容量の通信ネットヮーク整備を行つた。

2 小学校における情報教育 

( 1 ) 目 標  -

身近な道具としてのタブレット端末等に慣れ親しみながら、 情報活用能力の育

成を図るとともに、情報モラルに関する指導の充実に努める。

(2) 教科、 総合的な学習の時間等におけるタブレット端末及び関連機器の活用



3 中学校における情報教育

( 1 ) 目 標

自ら学ぶ意欲を持ち、 社会の変化に対応できる能力の育成や個に応じた学習に

おけるタブレット端末の活用のあり方を研究主題とし、次の目標を設定している。

総合的な学習の時間において、 情報機器が活用できる情報活用能力の育成

生徒の自主的な学習活動を支援する道具としての活用

情報の価値にっいての認識と情報モラルに関する指導の充実

情報機器の研修と授業での活用の円滑化

公務における情報機器の利用とデータの共有化

(2) 教科、 総合的な学習の時間等におけるタブレット端末及び関連機器の活用



11 学校給食

1 学校給食の沿革

昭 和 3 9 年 4 月

4 0 年 2 月

4 8 年 1 2 月

4 9 年 7 月

5 0 年 4 月

5 1 年 4 月

52年

54年

56年

57年

5 9 年

6 0 年

6 3 年

12月

月

月

月

月

月

月

月

月

4

4

9

5

5

9

1

1

平成 4 年 4 月

5 年 9 月

6 年 4 月

7 年 8 月

9 月

1 1 年 4 月

1 3 年 4 月

1 5年

1 6 年

17年

18年

月

月

月

月

月

3

4

9

9

9

1 9 年 1 2 月

2 0 年 4 月

2 1 年 4 月

2 5 年 1 1 月

佐山小学校給食室新築 週5回完全給食開始

御牧小学校給食室新築 週5回完全給食開始

佐山小学校給食室増改築

御牧小学校給食室増改築

東角ノ」、学校開校

従来、 京都市内から購入していた給食物資を、 久御山町商

工会を窓 ロとして町内業者より購入

町立3小学校で山城地方学校給食指導研究会開催

(会場校 佐山小)

佐山小学校 学校給食指導優良校と して文部大臣表彰を受賞

米飯給食審議会を構成、米飯給食導入にっし、て審議

町立3小学校 週1回米飯給食開始

町立3小学校の米飯給食 週2回開始

「土曜日における牛乳飲用にっいて」 協議

町立3小学校の土曜牛乳給食開始

久御山中学校 ミルク給食開始

御牧小学校 学校給食指導優良校と して文部大臣表彰を受賞

町立3小学校の米飯給食 週 3 回 開 始

御牧小学校 余裕教室を利用したランチルーム開設

(H15年普通教室に戻す)

町立3小学校の米飯給食に京都府内産自主流通米 ( コ シ ヒ カ

リ ) を 使 用  

佐山小学校 余裕教室を利用したランチルーム開設

クラス別自校炊飯給食開始

御牧小学校給食室大規模改修 ・

平成7年度米飯給食推進モデル校として食糧庁から指定

給食費補助開始 (月額500円/1人)

町立3小学校の米飯給食に学校給食自主流通米:山城産米(ヒ

ノ ヒ カ リ ) を 使 用

東角小学校給食室空調設備設置

東角幼稚園 幼・保一体化に伴う給食開始

佐山小学校給食室空調設備設置

御牧小学校給食室空調設備設置

佐山幼稚園 幼・保一体化に伴う給食開始

町立3小学校の米飯給食に久御山産米(ヒノヒカリ)を使用

御牧幼稚園 幼・保一体化に伴う給食開始

町立3小学校の米飯給食週4回開始

久御山町中学校給食等検討委員会を構成、中学生にふさわしい

給食の在り方にっいて検討
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27年 2 月  久御山中学校給食等検討委員会から最終まとめとして提言が

提出される

3 0 年 4 月  3 こ ど も 園  1号認定の3歳児・4歳児の給食開始

3o 年 4 月  久御山中学校給食室新築 完全給食開始、調理業務民間委託

令和 2 年 4 月  佐山小学校 給食調理業務民間委託

3 年 4 月  御牧小学校 給食調理業務民間委託

2 学校給食費(R4 )

(1) こ ど も 園  (1号認定)

一食単価 19o 円

月額徴収額 2,500円 ※主食費相当額は町負担

改定年月日 令和元年10月1日

( 2 ) こ ど も 園 ( 2 号 認 定 )

一食単価 270円

月額徴収額 5, oo0 円  ※主食費相当額は町負担

改定年月日 令 和 元 年 1 0 月 1 日

( 3 )小学校

・ 一食単価

月額徴収額

改定年月日

( 4 )中学校

・一食単価

月額徴収額

改定年月日

260円

3,900円 ※実質給食費

令 和 2 年 4 月 1 日

300円

5 , 000円

令 和 2 年 4 月 1 日

3 学校給食施設・設備

4 , 4 00円 (うち町補助500円)

み ま き

こ ど も 園

さやま

こ ど も 園

と う ず み

こ ど も 園

御牧

小学校

佐山

小学校

東角

小学校

久御山

中学校

給

食

室

面 積 8 1 ㎡

鉄骨造

163㎡ 49㎡ 174㎡ 173㎡ 186㎡ 336rrf
鉄 筋 コ ン ク

リ ー ト 造
鉄骨造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造構 造

付帯施設 倉庫、休憩室、更衣室、トイレ、シャワ一室(小学校のみ)

回転釜、流し、調理台、食器洗浄機、消毒保管機、ホ' イラー、 ミキサー、野菜裁断機

フー ト゛スライサー、球根皮むき機、焼物機、冷蔵庫、冷凍庫、牛乳保冷庫

まな板・包丁殺菌庫、配膳車、ハ°ンラック、戸棚、カ°ス炊飯器、洗米機

保存食用冷凍庫、クーラー

主な設備

食 器 具
は し 、 ス プーン 、 フ オ ー ク 、 ご 飯 茶 碗 、 平.i[[L、浅小鉢 ,

カレ一皿、汁碗、個人盆 、
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12 こども園保育・教育

平 成 3o 年度から、 保育所と幼稚園の機能を併せ持つ 「幼保連携型認定こども園」

として同じ視点ですべての子どもに良質な環境を保障し、 就学前の保育 ・ ・教育を実

施している。

こども園では「遊び」を通した保育・教育を中心としており 、 幼児の自発的な活

動である「遊び」 を通した「学び」を大切にしている。 ,,

幼児期の終わりまでに育つてほしい姿・育てたい力を明確にし、「遊び」と「学び」

を 切 り 離 す こ と な く 、 子 ど も た ち の 「 遊 び 」 が 広 が り 深 ま る 中 で 「 も っ と 知 り た い 」

「もっとやってみたい」 という気持ちが自然と わき.起こる、保育・教育を行つている。

①開園時間及び教育 ・ 保育時間
【開園時間】 、

◇平 日 : 午 前 7 時 3 0 分 か ら 午 後 7 時
◇ 土 曜 日 : 午 前 7 時 3 0 分 か ら 午 後 5 時

【基本教育・保育時間】
◇1号認定 : 平  日
◇2号 ・ 3 号 認 定  : 平  日

土曜日

午 前 8 時 4  5 分 ̃ 午 後 2 時
午 前 8 時 3 0 分 ̃ 午 後 4 時 3 0 分
午 前 8 時 3 0 分̃正午

【教育・保育提供時間】
◇ 教 育 標 準 時 間 ・ ・ ・ 午 前 8 時 4 5 分 ̃ 午 後 2 時 0  0 分
◇ 保 育 標 準 時 間 ・ ・ ・ 午 前 7 時 3 0 分 ̃ 午 後 6 時 3 0 分 ( 最 長 )

◇ 保 育 短 時 間 ・ ・ ・ ・ 午 前 8 時 3 0 分̃午 後 4 時 3 0 分 ( 最 長 )

②園児数 ( 令 和 4 年 5 月  1 日現在)、 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合 計

1 号 /
/ / '

/ 1 2 6

み ま き

こ ど も 園

園 児 .数
2 ・ 3 号 4 i 17 1 '7 1i 17 81

学 級 数 1 ] 1 1 1 6

1 号 /
/ / '/// '

1C i 11 29

さやま

こ ど も 園

園 児 数
2 ・ 3 号 lE 2( 34 44 34 38 187

学 級 数 1 ・ 2 3 ・ 2 12

と う ず み

こ ど も 園

園 児 数

1 号 /
/ / '

/ 1 l t 12

2 ・ 3 号 9 1i 20 18 2: 21 10l1

学 級 数 1 ・
f 2 1 ] 1 11
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③就学前児童数の推移

(各年4月 1 日現在)

X年度 年齢

o歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合計

平成 2 173 ・ 203 215 213 229 268 1,301

7

1 2

205 204

194

215

176

184

176

195

174

. 166 1,169

1,093202 171

1 7 157 162 161 179 162 171 992

2 2 131 148 168 162 142 143 894

2 3 135 130 142 168 168 141 884

2 4 131

129

133 137 145 167 168 881

. 8452 5 132 140 139 140 165

2 6 118 127 126 139 140 137 787

2 7 113 119

121

120 127 139 142 760

2 8 120 120 114 ・ 130 137 742

2 9

3 0

116 131 120 116 113 131 727

112

107

107

96

130 117 114 111 691

令和元年 99 131 115 114 662

. 2

97 103 95 98

. 130

:: 636

3 85 97

84

96 98 96 600

4 81 94 98 101 98 556
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④園児数の推移 (各年5月 1 日現在)

み ま き こ ど も 園 さ や ま こ ど も 園 と う ず み こ ど も 園 合計

平成30
119

(47)

104

(29)

97

(26)

96

189
152

(52)

460

(99)

令和元 199
146

(37)

449

(66)

2 204
138

(64)

439

(90)

4323 213 123

4 87 216 118 421
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13 就学奨励

①要・準要保護児童生徒就学援助費
(令和3年度)

区 分
小 学 校

中 学 校 .

. 計

支給者数 支 給 額 支給者装 支 給 額 支給者装 支 給 額

学用品費等ｫ
学用品費・通学用品費・

校外活動費(宿泊を伴わな
いもの)»

人

170

円

2,492,722

人

121

円

2,930,070

, 人

291

円

5,422; 792

宿泊を伴う校外活動費 0 0 /_ 0 0

新入学児童生徒学用品費
等 ※

修学旅行費

22 1,123,320 32 1,920,000 54 3,043,320

38 844,174

0

44

0

555,170

0

82

0

1,399,344

0医療費 0

学校給食費 170 7,020,509

424,298

121

109

6,422,100

462,900

291

235

13,442,609

PTA会費 126 887,198

生徒会費 /_ 121 288,400 121 288,400

クラブ活動費 /_ 28 416,950 28 416,950

卒業アルバム代等

計

36

:;:;フ
304,200

12,209,223

41

フ
270,600 77 574,800

13,266,190 _/ / / 25,475,413

※ 令和4年度就学援助認定者に係る前倒し支給分は除く

< 内 訳 >  解言 接 児 童 生 徒 a 品 買 小 a 設  22

【令和2年度予算 (前倒し支給) 】 19名分(970,140円)

【令和3年度予算】 3名分(153,180円)

新入学児童生徒学用品費(中学校 3 2 名 )

【 令 和 2 年 度 予 算 ( 前 倒 し 支 給 ) 】  29名分(1,740,000円)

【令和3年度予算】 3名分 (180,000円)

< 参 考 >

小学校

令和4年度新入学児童生徒学用品書前倒し支給分 ※令和3年度予算

20名分 (1,021,200円) 中学校 39名分 (2,340,000円)
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②学校別就学援助者数 , 率

( 令 和 4 年 5 月  1 日現在)

児童生徒数 要 保 護 準要保護 合 計 就学援助率(%)

御牧小学校 140 1 15 16 11.43

佐山小学校 287 9 63 72 25.09

東角小学校 226 13 73 86 38.05

小学校計 653

405

23

11

151

111

174

122

26.65

久御山中学校 30.12

小 ・ 中 学 校 計 1,058 34 262 296 27.98

③特別支援教育就学奨励費
(令和3年度)

区 分
小 学 校 中 学 校

対象者(人) 支給額(円) 対象者(人) 支給額(円)

学 用 品 ・ 通 学 用 品 購 入 費 23 131,435 4 45,480

新 入 学 児 童 生 徒 学 用 品 費 等 3 76,665 3 86,970

校外活動費

宿泊を伴わないもの 7 5,600 0 0

宿 泊 を 伴 う も の 0 0__
校 外 活 動 交 通 費__ 0 0

修 、 学 旅 行 費 3 32,370 0 0

学 校 給 食 費 23 503,075 4 106,684

計 _ 749,145
/ / /

239,134



14 保護者負担の軽減策

子育て支援の一環 と し て 、  町立こども園・小学校・中学校に在籍する園児、 児童、

生徒及び本町に在住し、原都市立明親小学校、美 _iii小学校、大淀中学校に在籍する児

童生徒に対し、 次のような保護者負担の軽減策を実施している。

こども園では

・幼児教育・保育の無償化に伴い、 1号認定・2号認定の主食費相当額を補助

小学校では

校外活動費を補助

1人当たり3,000円以内(宿泊を伴わないもの)

1 人 当 た り 4 , 5 0 0 円 以 内 ( 宿 泊 を 伴 う も の )

修学旅行費を補助

1人当たり20 ,000円以内

給 食 費 ( 4 , 4 0 0 円 / 月 ) の 一 部 ( 5 0 0 円 / 月 ) を 補 助

1 人 当 た り 月 額 5 0 0 円  (年額5,500円)

学級費を補助

1人当たり年額2,400円

中学校では

校外活動費を補助

1人当たり4,600円以内(宿泊を伴わないもの)

修学旅行費を補助

1人当たり35,000円以内

学級費を補助

1人当たり年額2,000円

対外運動競技等参加経費を補助

山城大会以上の参加経費

こども園・小学校・中学校共通

日本スポーツ振興センターの災害共済掛金を全額公費負担

こ ど も 園 : 1 人 当 た り 年 額 2 8 5 円

小 ・ 中 学 校 : 1 人 当 た り 年 額 9 3 5 円



令和3年度補助総額

( 単 位 : 円 )、こ ど も 園 小学校 中学校 合 計

学級費 _ 1,740,800 894,000 2,634,800

修学旅行費 _ 2,039,353 2,191,444 4,230,797

校外活動費 _ 1,542,819 0 1,542,819

学校給食費 0 3,942,430_ 3,942,430

日本スポーツ振興センター負担金 123,120 627,910 396,795 1,147,825

対外運動競技参加経費 __ 1,691,310 1,691,310

合 計 123,120 9,893,312 5,173,549 15,189,981

:liii



15 交通安全

1 交通安全プログラム

( 1 )  プログラムの日的

平成24年4月以降、 全国で登下校中の児童等が巻き込まれる事故が相次いで発生

したことから、文部科学省、国土交通省及び警察庁の3省庁が連携し、通学路におけ

る交通安全の確保に向けた諸対策を推進することとしています。

久御山町では、通学路の安全確保に向けた取組を実施するため、平成28年3月、「久

御山町通学路交通安全プログラム」を策定しました。 

本プログラムに基づき、 関係機関が連携して、児童生徒が安全に通学できるよう継

続的に通学路の安全確保に取り組みます。 
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( 3 )  取組方針

継続的に通学路の安全を確保するため、 合同点検の実施、 対策の検討 (安全会議)、

対策実施後の効果把握を行い、 通学路の安全性の向上を図つていきます。



2 交通指導員

児童生徒の登校時の安全確保を図るため、平成元年4月から設置された交通指導員

制度は、 各校区2箇所に交通指導員が立番し、 交通事故防止のため活動している。

設置により、児童生徒の交通安全に対する意識が高揚するとともに、生活マナーの

向上に役立つている。

〇事業概要

区 ・ 分

御 牧 校 区 佐 山 校 区 東 角 校 区

立 番 場 所

. 御牧小学校前 新開地五差路交差点 久御山団地北交差点

坊之池交差点 ゆうホール西交差点 栄3・4丁目交差点

人 員 3名 3名 3名 .

勤 務 内 容 児童等の登校時における交通安全の指導及び街頭において誘導等

勤務日及び時間 月曜日から金曜日 午前7時30分から8時30分

勤 務 日 数 週 3日から4日(1人当たり)

3 児重生徒安全パトロール員

児童生徒の下校時の安全確保を図るため、 平成 14年度から (公), シルバー人材セ

ンターに委託して実施。 各校区2名を配置し、 自転車でノi トロールを行つている。



16 外国語活動、英語教育、国際理解教育

1 国際化への対応
本町では、「語学指導等を行う外国青年招致事業」として、平成元年から英語圏

より1名の外国語指導助手を招致し、生徒が生きた英語を学び、その学習や他の活

動を通じて外国に関する正しい理解を促進するよう取組を始めた。 ま た 、 平 成 5 年

からは、 小学校5・6年生を対象に外国語指導助手と学級担任のティーム・ティー

チングによる学習形態の導入、 平成15年度には英語活動と英語学習とを英語教育

として再構築、平成16年度からは保幼小中を通して、より. 一層の内容充実、平成

1 7 年 度 か ら は 、 「 音 声 と 文 字 」 の 指 導 ( フ オ ニ ツ ク ス ) を 導 入 し 、 小 中 の ス ム ー ズ

な接続を目指してきた。

将来を見据え、こうした学びを取り入れてきたが、近年、社会の急速なグローバ

ル化の進展の中で、 国民一人一人には、 今まで以上に異文化理解や異文化コミュニ

ケーションの必要性が問われてきている。 新学習指導要領全面実施の令和2年度よ

り外国語活動が、 5・6年生において教科化されたことから、久御山町独自のカリ

キュラムを作成し、実態に応じた教育を行つている。また、基礎的・基本的な知識・

技能とそれらを活用して主体的に課題を解決するために必要な思考力・判断力・表

現力等の育成を目指すことで、 コミュニケーション能力を育みたい。 さ ら に 、 令 和

4年度には、 5 ・ 6年の外国語の専科教員を配置し、 専門的な学習指導を行つてい

る 。

2 こども園における活動

発達する幼児期に外国の人々とふれあい親しむ機会や環境を設けることで、 こ れ

からの国際社会に生きる力の基盤づくりを進める等、小学校外国語活動と連携した

取組を進め、幼児教育の充実を図つている。

毎月2回、外国語指導助手との遊びや交流を通して、外国の人や言葉に親しむ活

動を行つている。

3 小学校における活動

外国語活動を通して、 児童に広い視野に立つて国際社会を理解させ、 その発展の

ために貢献しようとする意欲と態度を養うことを目的として、全学年で外国語指導

助手と学級担任のティーム・ティーチングによる学習形態を取り、学びを深めてき

た。

平成17年度から、 小学校4年生以上において 「音声と文字」 の指導 ( フ オ ニ ツ

ク ス )  を導入し、 中学校英語とのスムーズな接続を目指している。

また、 平成18年度には御牧小学校を英語推進校として町指定を行い、 10年間、

先進的な授業研究に取り組んだ。 平成21年度から新学習指導要領実施に向けて外

国 語 活 動 を 5 ・ ・ 6年生に年間35時間の設定を行つてきた。

令和2年度から、 5 ・ 6 年 生 に お い て は 教 科 と し て 7 0 時 間 、  1̃ 4年生におい

ては外国語活動と して、 1 ・ 2 年 生 は 2 0 時 間 、 3 ・ 4 年 生 は 3 5 時 間 を か け て 指 導

している。中学年では、音声に慣れ親しませながら、コミュニケーション能力の素

地を養い、局学年では、基本的な表現によって「聞く」「話す」に加え、積極的に

「読む」 「書く」  の態度の育成を含めたコミュニケーション能力の基礎を養つてい



く こ と を 目 指 し て い る 。

4 中学校における活動

小学校での外国語活動体験を継続しなが ら英語学習や国際理解教育を進めてい

る。 平成16年度からは、 少人数指導の中で外国語指導助手と英語科担当教師のテ

ィーム・ティーチングや少人数指導を実施し、 指導内容の充実を図つている。

小学校からの学びの連続性を意識しっつ、身近な話題にっいて理解したり、表現

したりするコミュニケーション能力を培つている。その際、互いの考えや気持ちを

英語で伝え合 う こ と に 重 き を お く こ と で 、 グ ローバル社会に対応した子どもを育て、

「英語を用いて何ができるようになるか。」 という視点を持つて学ばせていきたい。



17 久御山中学校/ワーウ ィ ッ ク  ・ステー ト ・ ハイスクール交流事業

1 事業の目的

久 御 山 中 学 校 と オ ー ス ト ラ リ ァ の ワ ー ウ ィ ッ ク ・ ス テ ー ト ・ ハ イ ス ク ー ル ( W . H .

S)の生徒が相互訪問等を行い、 学校間交流を進めるとともに、 ホームステイによ

り人々との交流を深め、お互いの国の文化、歴史、自然、風俗、習慣、生活様式、

価値観等に触れ、 学びあい、 豊かな心を持つた国際社会に対応できる生徒の育成を

目指して平成5年度から交流を続けている。

2 交流の経過

平 成 5 年 度  久御山町中学生海外派遣事業実施

H 5 . 7 . 2 8 ̃ 8 . 3  生徒8名・引率者3名をW.H.Sに派遣

平 成 6 年 度 . 久御山町・ワーウィック交流事業実施

H 6 . 9 . 1 8̃ 9 . 2 9  生徒17名・引率者2名を受け入れ

平 成 7 年 度  久御山町中学生海外派遣事業実施

H ・7 . 8 . 9 -;-, 8 . 1 5  生徒12名・引率者3名をW.H.Sに派遣

※H7(1995 ) . 8 . 14  姉妹校盟約締結

平 成 8 年 度  久御山町中学校・W.H.S交流事業実施

H 8 . 9 . 2 2 ̃ 1 0 . 1  生徒15名・引率者2名を受け入れ

平 成 9 年 度  久御山町中学生海外派遣事業実施

H 9 . 8 . 1 8 ̃ 8 . 2 8  生徒15名・引率者3名をW.H.Sに派遣

平成10年度 久御山町中学校・ w.H. s 交流事業実施

H 1 0 . 9 . 2 0 ̃ 9 . 2 9  生徒11名・引率者3名を受け入れ

平成11年度 久御山町中学生海外派遣事業実施

H 1 1 . 8 . 1 7 ̃ 8 . 2 7  生徒15名・引率者4名をW.H.Sに派遣

平成12年度 シ ド ニ ー オ リ ン ピ ッ ク 開 催 に よりW.H.Sからの訪問中止

平成13年度 久御山町中学生海外派遣事業実施

H 1 3 . 8 . 1 6 ̃ 8 . 2 6  生 徒 1 5 名 ・、 引率者3名をW.H.Sに派遣

平成14年度 久御山町中学校・W.H.S交流事業実施

H 1 4 . 9 . 2 1 ̃ 9 . 2 9  生 徒 1 1 名 ・ 引 率 者 3 名 、 ワ ー ウ ィ ッ ク

市長夫妻を受け入れ 

平成15年度 久御山中学校生徒海外派遣事業実施

H 1 5 . 8 . 1 8 ̃ 8 . 2 8  生徒15名・引率者3名をW.H.Sに派遣

町長同行 

※久御山中学校生徒海外派遣事業補助金交付要綱制定(H23.7. 1 )

※久御山町中学生海外派遣事業補助金交付要綱廃止

平成16年度 久御山中学校・W.H.S交流事業実施

H16.9.18̃ 9 . 2 7  生徒14名・引率者2名を受け入れ

平成17年度 久御山中学校生徒海外派遣事業実施

H 1 7 . 8 . 8 ̃ 8 . 1 7  生徒15名・引率者3名をW.H.Sに派遣

平成18年度 久御山中学校・W.H.S交流事業実施

H18.9 .24̃1 0 . 1  生徒15名・引率者2名を受け入れ



平成19年度 久御山中学校生徒海外派遣事業実施

H 1 9 . 8 . 6 ̃ 8 . 1 5  生徒15名・引率者3名をW.H.Sに派遣

平成20年度 久御山中学校・W.H.S交流事業実施

H20 . 9 . 1 8̃9 . 2 5  生徒15名・引率者3名を受け入れ

平成21年度 新型インフルェンザ流行によりW.H.Sへの派遣中止

平成22年度 久御山中学校・W.H.S交流事業実施

H 2 2 . 9 . 1 6 ̃ 9 . 2 2  生徒15名・引率者2名を受け入れ

平 成 2.3年度 久御山中学校生徒海外派遣事業実施

H 2 3 . 8 . 2 ̃ 8 . 1 1  生徒15名・引率者3名をW.H.Sに派遣

平成24年度 久御山中学校・W.H.S交流事業実施

H24 . 9 . 2 0̃9 . 2 7  生徒11名・引率者2名を受け入れ , ,

平成25年度 久御山中学校生徒海外派遣事業実施

H 2 5 . 7 . 3 1 ̃ 8 . 9  生 徒 1 5 名 ・ 引 率 者 3 名. をW.H.Sに派遣

平成26年度 久御山中学校・W.H.S交流事業実施

H 2 6 . 9 . 1 8 ̃ 9 . 2 5  生徒15名・引率者2名を受け入れ

平成27年度 久御山中学校生徒海外派遣事業実施

H 2 7 . 7 . 3 1 ̃ 8 . 9  生徒15名・引率者3名をW.H.Sに派遣

平成28年度 久御山中学校・W.H.S交流事業実施

H 2 8 . 9 . 1 4 ̃ 9 . 2 0  生徒15名・引率者2名を受け入れ

平成29年度 久御山中学校生徒海外派遣事業実施 .
H 2 9 . 8 . 1 ̃ 8 . 9  生徒15名・引率者3名をW.H.Sに派遣

平成30年度 久御山中学校・W.H.S交流事業実施

H30.12.11̃12.17 生徒15名・引率者2名を受け入れ

令和元年度 久御山中学校生徒海外派遣事業実施 

R 1 . 8 . 1 ̃ 8 . 9  生徒15名・引率者3名をW.H.Sに派遣

令和2年度 新型コロナウイルス感染症感染拡大によりW.H.Sからの訪問中止

令和3年度 , 新型コロナウイルス感染症感染拡大によりW.H.Sへの派遣を中止

し、代替事業実施

令 和 4 年 度  新型コロナウイルス感染症感染拡大によりW.H.Sからの訪間中止



18 教育相談

1 教育相談室

久御山町教育相談室では、町内の乳幼児・児童・生徒の健やかな成長・発達を願い、

電話による教育相談、面接による教育相談、適応指導教室「ゆうゆう広場」 を開設し

ている。 (平成11年8月開設)

〇名称及び所在地

名 称 久御山町教育相談室

所在地 久御山町佐古外屋敷235番地

久御山町ふれあい交流館ゆうホール2階

電話 - FAX (0774)46-5640

( 1 )相談対象者

町内在住の乳幼児・児童・生徒やその保護者、学校(園)の教職員

( 2 )相談の内容

不登校、いじめ、性格、行動、しっけ、心や体の発達、学習・進路の悩み等

( 3 ) 相 談 の 方 法

①面接教育相談(あらかじめ電話で申し込み、相談の日時を決める。)

火曜日から金曜日 (休室日を除く) ま で の 午 前 1 0 時 ̃ 午 後 5 時

②電話教育相談 (必要に応じて随時行う。)

火曜日から金曜日 (休室日を除く) までの午前10時̃午 後 5 時

③訪問教育相談 ・ (必要に応じて随時行う。)

④巡回教育相談 (小学校への巡回を必要に応じて行う。)

( 4 )相談担当

臨床心理カウンセラー 1 名

教育相談員 2 名

(5) 令和3年度教育相談件数 (単 位 : 件 )

相 談 形 態 相 談 内 容

面 接 相 談  295

訪 問 相 談  88

巡 回 相 談  11

電 話 相 談  116

不 登 校  281

発 達 74

家 庭 8

学 習 進 路  24

そ の 他 123

. 計 510 計 510

87



2久御山町適応指導教室

(1) 目的

久御山町適応指導教室 (通称 「ゆうゆう広場」)  は、 心理的又は情緒的な要

因等により登校困難な状態に陥つている児童・生徒に対し、個々の状態に応じ

た指導援助を行うことにより、自主性及び主体性の育成や人間関係の改善を図

り 、  その社会的自立に資することを目的とする。 (平成13 年7月開設)

( 2 ) 場 所

久御山町ふれあい交流館ゆうホール2階 久御山町教育相談室内

電話・FAX (0774)46-5640 _

(3) 通室日及び通室時間

通 室 日 学校授業日の火曜日̃金曜日 (ゆうホール休館日は除く)

通室時間 午 前 9 時 ̃ 正 午  ・

※ ト ラ イ デ ー  月2回木曜日 午 前 9 時 ̃午 後 2 時 3 0 分 ま で

( A  L Tとの交流学習、 スポーツ教室等を実施)

( 4 ) 活 動 内 容

教育相談を行いながら、 自主性を大切にして、 各自の興味や関心、 意欲に応

じた活動を支援する。

( 5 ) 入 室 対 象 者

久御山町内に在住する小・ 中学校の児童・生徒で、 心理的又は情緒的な要因

等により登校困難な状態に陥つており、本適応指導教室における指導が必要と

教育長が判断した者。

3 ほっとルーム

(1) 目的

別室登校が可能で個別対応が必要な児童・生徒の学習支援を継続的に行い、

学級への復帰を目指す。

( 2 ) 場 所

ほ っ と ルー ム  (久御山中学校内)

( 3 ) 担 当

心の居場所サポーター (府費)

心の教室相談員(町費)
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1 社 会 教 育 指 導 の 重 点

1 基本方針

日本国意法と教育基本法、 社会教育法に基づき、 京都府 「社会教育を推進するため

に」を基本とした教育活動の推進とともに第5次総合計画による教育・文化分野の基

本理念、教育方針の実現を目指します。

【久御山町の基本方針】

◆社会教育事業を通した 「地域の絆」 の強化と 「社会総がかりで子どもをはぐくむ」

という気運の醸成 ,,

◆自然や歴史等地域の優れた文化の理解並びに継承・発展のための取組の充実を図り、

地域への関心を高める土台づく り

◆生涯学習活動の活発化を図り、 タウンキャンパスの情報一兀化と住民への発信 .

◆学習成果が活かせる生涯学習社会の実現を目指し、住民との協働による生涯学習の

推進体制づく り

◆子どもへの支援を横断的なものと捉え、生涯学習の振興、家庭の教育力の向上、地

域社会の教育力の向上、 人権教育の推進を通じて、 これからの時代に求められる資

質、能力を子どもたちが身に付けていくために学校、家庭、地域が連携・協働して

取組を推進

久御山町の基本方針の実現を図るため、本町におけるこれまでの生涯学習の推進の

成果と課題を検証し、 令和6年度から10か年における生涯学習・生涯スポーツ振興

施策の基本的な方向性や目標を示す指針となる久御山町第3次生涯学習推進計画の

作成準備を行うとともに、現久御山町第2次生涯学習推進計画に基づき、住民のライ

フステージやライフスタイルに応じた多様な学習機会や広域的な学習情報の提供に

努め、・ 基本的人権の尊重を基盤に生涯にわたる学習課題を明確にして 「お互いを尊重

し、 豊かな文化あふれる風土づくり」 の推進を目指し、 6つの重点目標にっいて取組

を 進 め る こ と と す る 。

2 久御山町の重点目標と具体的対策

生渥学習の振

̃生涯学習社会の実現に向けて学習環境を充実させる̃

重点日標1 

生渥学習社会を実現するために、 町の特性を活かした学習機会の提供や、 指導者の

養成、 文化・ スポーツ活動に親しむ環境の充実、 現代的課題に関する学習活動を支援

し、 住民だれもが多様な学習ができる環境づくりに努め、SDGsの推進を日指す。

①生涯の各時期に応じた学習機会の充実 -

ア 地域において少子化問題、子どもの貧困間題、環境問題などの現代的課題に

関する学習の実施 ・

イ 町の特性を活かした学習の充実



ウ 自然体験活動やボランティア活動などの充実

②従来の公民館の社会教育・生涯学習拠点の機能をアップし、 多世代交流拠点施設

となる「全世代・全員活躍まちづくりセンター」の開館準備

③ 文化庁の京都移転をひかえ、 文化財や郷土を愛する心を育てるため、. 文化財の公

開や講演会など地域や関係機関と連携し、文化財の活用を推進 ・ ・ ,,

④「文化財保護法」及び「久御山町文化財保護条例」の趣旨に沿つた文化財の保護及

び調査・研究・指定の推進

⑤ 地域の特色を活かした伝統文化、 芸術文化活動の充実

⑥ライフステージやライフスタイルに応じた運動・スポーツ実践を学ぶ機会の充実

⑦地域コミュニティの活性化に向けた地域スポーツ組織・団体と学校との連携の推

進

⑧ 生涯学習の充実に向け、 重要な役割を担う社会教育関係団体の求めに応じた適切

な指導・助言と情報提供 ・

重点日標2

生涯学習活動を活発にするために、タウンキャンパス内の施設だけでなく、地域資

源も学習施設のひとっとして位置づけ、情報を発信する。 

⑨ 学習・スポーツの拠点となる各社会教育施設の機能の充実とサービスの推進

⑩ 情報拠点の中核である図書館の機能の充実とサービスの向上 .

⑪タウンキャンパス内の施設・地域資源の活用と情報発信の推進

重点目標3 -

久御山町第2次生種学習推進計画の趣旨を踏まえ、住民や事業所、団体、行政など

が協働して生渡学習社会の実現を目指す。・

⑫多様な学習ニーズに対応するため、住民や事業所、 団体、行政、大学などの協働

による生涯学習推進体制の充実 

⑬ 学習成果が活かせる生涯学習社会の実現のために、 住民が積極的に関わることが

できる仕組みづくりの推進

⑭ 住民の主体的な生涯学習活動を支援するための相談窓 ロ 等の充実

家庭の教育力の向

̃すべての教育の出発点である家庭教育を支援する̃

重点目標4

すぺての教育の出発点である家庭における教育力の向上のため、 学校、 地域社会な

どが連携し、支援の充実に努める。 

①生命を大切にする心、 相手を思いやる心など豊かな心をはぐくむ家庭の教育力を

高めるための学習・交流機会の充実

②就学前の子どもを持つ親の子育ての悩みや不安をやわらげる学習機会の充実

③第3次子どもの読書活動推進計画を踏まえた、 学校、 家庭、 地域との連携による

読書習慣の確立に向けた取組の推進 -

④ P TA活動の充実と保護者が参加しやすい環境づくりに向けた支援

⑤ 「あいさっ運動」 登録団体や久御山学園と連携した地域全体で子どもをはぐくむ



取組の推進

⑥ P  T A と 連 携 を 図 り 、 ス マ ー ト フ オ ン 、 携 帯 電 話 、

環境を作つていく取組の推進 .  .

地域社会の教育力の向

イ ン タ ー ネ ッ  トの健全な利用

̃地域社会の力を活かして子どもをはぐくむ環境をっくる̃

重点目標5

地域社会における学習力や教育力を高め、地域の課題を解決するとともに、地域の

辞を強める取組を推進するとともに、地域全体で子どもを健やかにはぐくむ取組にも

生かすことができるよう支援に努める。 ・

① 地域の中での自然、 伝統、 文化などの地域の特色を活かした多世代による体験活

動、 学習活動を行う 「まなび塾」 の充実及び放課後子ども教室の計画的な整備検

討

② 子どもの健全育成に向けた学校、 家庭、 地域社会及び関係諸機関、 団体とのネッ

トワークの充実と、 地域社会全体で子どもを包み込みはぐくむ環境づくりの推進

③地域の入々の絆を強め、地域づくりを進めるための取組の推進

④ 読書ボランティアの資質向上や新たな読書ボランティアの養成・確保を図るため

の研修機会の充実 .

⑤ 多様な生涯学習の成果を活かせる場や機会の提供など、 地域の教育力向上に向け

た取組の推進

⑥新・放課後子ども総合プランに係る目標の具現化

人権教育の

̃一人一人を大切にし、 個性や能力を最大限に伸ばす̃

重点日標6

自己実現とすぺての人の尊厳と人権が尊重される共生社会の実現に向けた取組を

推進する。

① 法の下の平等、 個人の尊厳といった人権の普遍的な視点からのアプローチと、 具

体的な人権問題に即した個別的な視点からのアプローチを組み合わせた、 人権学

習の内容や方法の工夫改善

②障害のある人の自立と社会参加の促進やすべての人が自分らしく生きていくこと

ができるための自己決定や自己実現に向けた学習活動の支援

③社会状況の急速な変化とともに、多様化・複雑化する人権問題にっいての理解と

認識を深め地域の実情 iこ応じた人権教育を推進するために、 社会教育関係者等の

指導者の資質の向上に向けた研修の実施

④住民や各種団体等の学習ニーズに応じた、人権間題に関する視聴覚ライブラリ-
等の整備・促進 



2 社会教育行政組織・関係団体

◇久御山町青少年健全育成協議会

◇久御山町御牧校区青少年健全育成協議会

◇久御山町佐山校区青少年健全育成協議会

◇久御山町束角校区青少年健全育成協議会

◇久御山町郷土史会

◇久御山町P TA連絡協議会

◇久御山町立各こども園保護者会

◇文化サークル連絡協議会

◇その他社会教育関係団体等



3 社会教育委員名簿

役 職 名 氏 名 役 職 名 氏 名

委 員 長 西 村 初 江 委 員 奥 野 明 子

職 務 代 理 尾 崎 収 二 // 長 谷 川  徳 子

委 員 田 ロ 浩 嗣 // ・ 田 中 貞 雄

// 坂 部 智 惠 美 // 平 野  穂 奈 美

// 平 野 義 和 // 稲 村 晃 -
// 山 ロ 直 美 // 兵 藤 恵 奈

4 令和4年度 社会教育事業計画

ロ 3 ̃ 4

事 業 名 開設月等 定 員 対 象 事 業 内 容

コ ロ ア ワ ィ

ルス感染拡
大防止のた

め 申 l l-

生涯学習事業の各教室、講座
の開講式を行い、 生涯学習の
啓発を図る。

生涯学習事業開講式 在 住 ・ 在 勤 ・ 在 学 者

子育て支援学級 2 回 20組
小 学 3 ̃ 6 年 生 の 保 護
者と児童

子育てを中心に親子のかかわ
り方を学習する。

入学説明会時家庭教育講座
(小学校)

3 回 該当者 新入学児童の保護者
子育てやしっけなどの家庭教
育の在り方を見つめ直す。

入学説明会時家庭教育講座
(中学校)

1 回 該当者 新入学生徒の保護者
子育てやしっけなどの家庭教
育の在り方を見つめ直す。

P T A家庭教育講座 1 回 該当者 小中の保護者
子育てやしっけなどの家庭教
育の在り方を見つめ直す。

生涯学習推進事業 通年
久御山町第3次生涯学習推進
計画の策定準備

(令和6年度から令和15年度)

全世代・全員活躍まちづく・
り セ ン タ 一運営事業

通年
人材育成も含めた全世代 ・ 全
員 活 躍 ま ち づ く り セ ン タ 一連
営 準 備 を 行 う 。

あいさっ運動推進事業 通年
家庭教育力の向上にっながる
「あいさっ運動」を広めてい

く 。

在住・在勤者

4 回 X
2 会 場 十

社会見学

生きがいのある充実した人生
を送るため、 幅広い分野を学
習 す る 。 受 講 料 ( 1 人 5 0 0
円 ) 社 会 見 学 負 担 金 ( 1 人
4 , 000円)を徴収。

1 会 場
100

いきがい大学 60歳以上の在住者

ふ る さ と 教 室 4 回 20 18歳以上の在住・在勤
者

久御山町等の文化財や歴史に
ついて学習する。



ジュニアふるさと教室 3 回 町内3小学校の児童
久御山町等の文化財や歴史に
ついて楽しく学習する。

人権啓発研修会
(総務課、 福祉課と共催)

1 回 150

20

在 住 ・ 在 勤 ・ 在 学 者

18歳以上の在住・在勤
者

「あらゆる差別の現実から深
く学び根絶する」 こ と を 目 標
に町人権啓発研修会で人権意
識の高揚を図る。

戦争の悲惨さや平和の尊さに
ついて学習する。

平和学習
(歴史文化推進事業(ふる

さと教室の中で実施) )
2 月

平和学習事業 ・

(平和啓発ポスター募集)
9 月

小 学 5 年 生 ̃ 中 学 3 年
生

平和の尊さと生きることの大
切さを広く訴え、 後世に伝え
平和を大切に思う気持ちを一
層高める。

久御山まなび教室 通年

地域の子どもを地域で育てる
ため、 公会堂等を実施場所に
して、地域の大人が関わって
安全安心な居場所を作るとと
もに地域コミュニティーの再
生を図る。

小学生他 ・

町民連動会 9月25日 町内在住者
第56回町民運動会を開催す
る。

町民文化祭 11月5日・6日
第47回町民文化祭を実施す
る。

二十歳のつどい 1月9日 対 象 者 : 平 成 1 4 年 4 月 2 日 生 ̃ 平 成 1 5 年 4 月 1 日 生

社会教育関係団体育成助成 町青少年健全育成協議会・町P T A連絡協議会

歴史文化推進関係団体育成
助成

郷土史会

放課後児童健全育成事業 通年 該当児童
小学1年生から6年生
の児童

保護者が労働等によ り昼間家
庭にいない児童の健全育成を
図る。

文化財保護事業 通年
町内に所在する文化財の保
存 ・ 活 用 を 図 る 。

旧山田家住宅保存事業 通年

毎月3回 ( 第 1 木 曜 日 ・ 第 2
土曜日・第3日曜日の午前9
時から正午まで) 一般公開日
として開館する。また、地元
の活動団体を支援する。

ゆうホール管理運営委託 通年
ゆうホールの運営を文化ス
ポーツ事業団に指定管理委託
する。 ・



5 文化財保護審議会委員名簿

( 令 和 3 ̃ 4 年 度 )

役 職 氏 名 役 職 氏 名

会 長 , 神 居  義 之 委 員 藤 村 剛 史

職務代理 大 西 孝 司 - // 西 岡  喜 美 子

委 員 野 口 重 典 // 大 宮 竹 志

委 員 内 田 盛 夫

1'li
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8 旧山田家住宅の概要

江戸時代、 御牧郷 ( み ま き ご う )  13か村をまとめた大庄屋で、 巨椋池漁業の取り

まとめ役を務めていた山田家。

東一 ロ (ひがしいもあらい) に壮大な長屋門を構えた旧山田家住宅は、 大庄屋の

格式と巨椋池漁業の面影を今に残す貴重な文化財であり、 平成22年には主屋 ( し

ゅおく)、長屋門及び長塀が国の登録有形文化財建造物に登録され、 平 成 2 5 年 8 月

に久御山町へ寄贈されました。

町では、適切な保存に努めるとともに、地域資源を広く町内外に知つていただく

ために平成29年度から一般公開目を、 また地域の方々のご協力を得て趣向を凝らし

た 特 別 公 開 ( 年 4 回 程 度 ) を 行 つ て い ま す 。  

登録番号 登録名称 建築面積等 備考 時代 登録日

第 2 6-0345号
山田家住宅

主屋
174㎡

木造平屋建

瓦葺
江戸後期

平 成 2 2 年

4 月 2 8 日

第26-0346号
山田家住宅

長屋門
10'i ㎡ 木造平屋建

瓦葺
江戸後期

平 成 2 2 年

4 月 2 8 日

第26-0347号
山田家住宅

長塀
延長20m

木造

瓦葺
江戸後期

平成22年

4 月 2 8 日

0(1



9 放課後児童健全育成事業

町内の小学校に在学する 1年生から 6年生までの児童で、 保護者が昼間不在となる

家庭の児童を対象に、 放課後の児童の安全と健全な育成を図るため、 昭 和 5 5 年 7 月

から教育委員会の所管として事業を開始しました。 事業の運営には町独自の要綱を定

め、各小学校区に施設を設けています。

また、 通営経費の一部を保護者負担とするため負担金制度をとっています。

1 学 級 数  3学級ｫ

御牧仲よし学級»

久御山町相島曽根19番地ｫ

佐山仲よし学級»

久御山町佐古内屋敷56番地 1 組

2 組

2 開設時間等

3
．

4

(075)631-0755

(0774)44-4255

(0774)46-1273ｫ

東角仲よし学級»

久御山町佐古東角12番地 A 組  (0774)44-5987

B 組  (0774)45-4850

下校時から午後7時まで

※平成22年4月から午後6時から午後7時までの延長保育を実施[ 平 日 : 下 校 時 か ら 午 後 7 時 ま で  1
土 曜 日 : 午 前 8 時 か ら 午 後 5 時 ま で

学 校 休 業 中 : 午 前 8 時 か ら 午 後 7 時 ま で

お 盆 休 み : 8 月 1 4 日 か ら 1 6 日 ま で  , ,

年 末 ・ 年 始 休 み : 1 2 月 2 9 日 か ら 1 月 4 日 ま で

指 導 員  24人 ( 一 般 5 人 ・ 補 助 1 9 人 )
、

負 担 金 児 董 1 人 あた り .月額5,000円(2人目以降1/2 )

延長保育 児 童 1 人1時間にっき100 '円

各学級の概要 ( 令 和 4 年 5 月  1 日現在)

学級名

在 籍 者 数 ( 人 )

一般 補助1 l 1 4 年 生 l  _
1 年 生 l  2 年 生 1  3年生 1 、 l 計

l 1 1 以上 1

御 牧
l 1 1 1

14 1 13 l 5 1 14 1 46
l 1 1 1

1 5

佐 山
l l l l

24 1 25 l 17 1 13 l 79
1 l 1 l

2 7

東 角
1 1 l 1

25 1 23 1 9 1 6 l 63
1 l l 1

2 7

計
l l l l

63 l 61 l 31 l 33 l 188
l l l l

5 19

※春休みのみ利用者も含む

0



10 久御山町青少年健全育成協議会

久御山町青少年健全育成協議会は、 本町における青少年が心身と もにたく ま し く 健

やかに成長するための土壌づくりと、健全な成長のための環境浄化に努め る と と も に 、

非行その他の間題行動の防止を図り、 青少年の健全育成と明るく住みよい町づくりに

努めることを目的に昭和56年7月に結成されました。

この日標達成のため、 コロナ禍の中、 困難なことも多いが創意工夫しながら実施で

き る よ う 、 各校区青少年健全育成協議会への活動の支援と連携を図り っつ本年度の努

力点を次のように定め、地域住民・関係団体及び関係組織との連携を深め地域に即し

た活動を推進します。

1 家庭における親と子、 地域における大人と子どものふれあいの機会を大切にすると

ともに、社会参加活動の取り組みを進める。

2 家 庭 ・. 学校 ・ 地域の連携を図りながら、 青少年に対する理解と青少年の健全育成を

推進する。

3 京都府の 「青少年の健全な育成に関する条例」 の啓発に努めるとともに、 青少年を

取り巻く社会環境の浄化活動に地域ぐるみで取り組む。

4 子 ど も た ち の  「安心 ・ 安全」 を守る取り. 組みを他団体や関係機関と連携して推進す

る 。

令 和 4 年 度  青少年健全育成事業計画

年 月 主 な 事 業

・社会を明るくする運動講演会

・ 町 内 パ ト ロ ー ル ( 夜 間 )

・宿泊体験活動

・ 町 内 パ ト ロ ー ル ( 夜 間 )

・子ども広場 

・体験活動

・青少年の主張発表会 .

・「らしんばん」

4 年 7 月

8 月

11月

5 年 1 月

3 月

02



久御山町青少年健全育成協議会組織図

【委員構成団体】« 委員は学校、 各種団体、 機関等の代表者で構成»

〇 社会教育関係団体

(3校区青少協代表、 中学校P T A 代 表 、  町 P  TA連絡協議会代表)

〇学校関係教職員

(3小学校教頭、中学校教頭、局校生徒指導部長)

〇 学 識 経 験 者
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1 社会体育組織・関係団体

久御山町のスポーツ振興・推進を図る組織として、久御山町スポーツ推進委員会及

び久御山町スポーツ協会並びに指定管理者の公益財団法人久御山町文化スポーツ事

業団が中心となっています。

公益財団法人久御山町文化スポーツ事業団 ( 平 成 1 1 年 設 立 ) は 、 平 成 1 8 年 度 か ら

指定管理者として地域住民の文化・ス ・ポーツの振興と文化・スポーツ施設の管理運営

を行つています。

ス ポ ー ツ 推 進 委 員 会 ( 昭 和 4 1 年 設 立 ) は 、 生 涯 ス ポー ツ の 推 進 ・ 普 及 に 係 る

スポーツ実技の指導やスポーツに関する指導・助言を行い、 久御山町スポーツ協会

(昭和63年設立) は、 体育団体の競技力の向上と住民の健康の増進及び親睦と調和

を 図 る こ と を 目 的 と し て い ま す 。

本町の社会体育事業にっいては、 それぞれの組織がお互いに連携を保ち合いながら

有機的なっながり 、を持つて、 スポーツ事業等との内容の充実と振興・推進を図つてい

ます。
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2 令和4年度社会体育事業計画

〇出前教室

事 業 名. 時 期 場 所 対 象

ドッジボール出前教室

(前期)

4月中旬̃5月下旬

※各校2回 ・

町内各小学校 小 学 4 ̃ 6年生

ドッジボール出前教室

(後期)

2 月 ̃ 3 月 中

各 校 1 回
町内各小学校 小 学 3 ・ 4 年 生

ドッジボール講習会
3 月 4 日  (土)

午前 9 時̃正午
総合体育館 小 学 3 ̃ 5 年 生

※次年度に向けての出前教室と講習会を2̃3月に行う

〇大会等

事 業 名 時 期 場 所 対 象

ドッジボール出前教室

(前期最終回)

6 月 1 8 日  (土)

午 前 9 時 ̃ 正 午
総合体育館 小 学 4 ̃ 6 年 生

令 和 4 年 度  第 1 回

スポーツに親しむ日

6 月 2 5 日 (土)

午 前 9 時 3 0 分 ̃正午
総合体育館

町内在住・在勤

・在学者

第 5 6 回

久御山町民運動会

9 月 2 5 日 ( 日 )

午 前 9 時̃正午
中央公園 住民

令 和 4 年 度  第 2 回

スポーツに親しむ日

1 1 月 2 6 日  (土)

午 前 9 時 3 0 分 ̃正午
総合体育館

町内在住・在勤

・在学者
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3 スポーツ推進委員名簿

(令和4 ̃ 5年度)

役 職 氏 名 役 職 氏 名

会 長 高 月  裕 子 委 員 東 恵

職務代理 奥 野  隆 信 // 國 保  三千代

山 田  悦 世

谷 本  旭 洋

委 員 大 面  忠 彦

中 瀬  由香里

//

////

// 中 務  眞 二 // 井 阪  純 子

// 稲 内  敬 時 // 森 安津子

// 湯 澤  陽 子

4 学校体育施設の利用状況

(単位:件数)

29年度 30年度 元年度 2年度 3年度

御
牧
小

体 育 館 , 239 322 365 198 ・ 275

グ ラ ウ ン ド 124 125 111 97 114

佐
山
小

体 育 館 313 183 305 248 214

グ ラ ウ ン ド 144 153 145 132 115

東
角
小

体 育 館 334 332 275 270 169

グ ラ ウ ン ド 227 232 228 215 161

久
御
中

体 育 館 274 295 275 216 300

・ グ ラ ウ ン ド 0 0 0 0 0
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5 久御山町スボーツ協会

久御山町スポーツ協会は、 昭和63年9月に発足し、 34年目を迎えています。

現在、体育振興会とスポーツ団体協議会を核として16団体で構成され、町民の体

育・スポーツの普及振興において中心的な役割を果たしています。

体育振興会は、 久御山町体育振興会と3校区体育振興会が統合し、 地域における体

育・スポーツの振興を目指すとともに、住民相互の健康の保持・増進と親睦を図つて

います。

また、スポーツ団体協議会は、現在15団体で構成され、組織力の強化、 ク ラ ブ 団

体の育成を図るとともに、 競技別に競技力の向上を目指しています。

なお、 久御山町スポーツ協会は、 (公財)京都府スポーツ協会に所属し;.、 毎年行われ

る 「京都府民総合体育大会」 に多くの選手を派遣し、 優秀な成績を収めています。

【組織図】

(公財)京都府スポーツ協会

久御山町スポーツ推進委員会 久御山町スボー ツ協会 公財)久御山町文化スポーツ事業団

久御山町体育振興会 久御山町スポーツ団体協議会 賛助会員
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6 令和4年度 - スポーツ協会事業計画

月 、 日 事 業 名 会 場

4 月 1 0 日 ( 日 ) 町総体 卓球大会

総会

久御山町総合体育館 ・

久御山町総合体育館16日(土)

5 月 8 日 ( 日 ) 町総体 総合開会式

ゴルフ教室

久御山町総合体育館

城陽オレンジゴルフセンター

宇治田原カントリー倶楽部

13日(金)

15日(日)・17日(火)

1 5 日 ( 日 )

町総体 ゴルフ大会

町総体 グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 大 会 久御山中央公園野球場

1 5 日 ( 日 )

6 月 3 日 ( 金 )

町総体 バ ド ミ ン ト ン 大 会

フットサル教室 .

久御山町総合体育館

久御山町総合体育館

1 2 日 ( 日 )

1 2 日 ( 日 )

町総体 家庭婦人バレーボール大会 久御山町総合体育館

久御山中央公園野球場町総体 ソフトボール大会

1 8 日 ( 土 )

19日 ( 日 ) ̃

25日 (土)

ボウリング教室

町総体 軟式野球大会

スポーツに親しむ日①

キョーイチボウル宇治

久御山中央公園野球場

久御山町総合体育館

久御山中央公園庭球場

キョーイチボウル宇治

26日 (日) 町総体 テニス大会

町総体 ボウリング大会7 月 3 日  (日)

10日 (日) 町総体 ソ フ ト テ ニ ス 大 会 , 久御山中央公園庭球場

9 月 4 日 ( 日 )

1 6 日 ( 金 )

2 5 日 ( 日 )

町総体 剣道大会

フットサル教室

久御山町総合体育館

久御山町総合体育館

第56回久御山町民運動会 久御山中央公園野球場

10月14日 (金) ゴルフ教室 城陽オレンジゴルフセンタ ー

11月5日 (土) ジョギング教室 木津川河川敷及び久御山町内

1 2 日 ( 土 ) ボ ウ リ  ング教室 キョーイチボウル宇治

26日(土) スポーツに親しむ日② 久御山町総合体育館

木津川河川敷及び久御山町内12月3日 (土) ジョギング教室

4 日 ・ 1 1 日  (日) 町総体 サッカー大会 久御山中央公園野球場

1 月29日 (日) 第33回くみやまマラソン (仮)

3月12日(日) 町総体 空手道大会 久御山町総合体育館

09



チャ レンジスポーツ

月 日 事 業 名 会 場

4 月 9 日  (土) バ ド ミ ン ト ン 編 ①

グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 編 ①  .

久御山町総合体育館

久御山中央公園野球場5月21日 (土)

6 月 4 日  (土) 卓球編① 久御山町総合体育館

7 月 2 日  (土) バレーボール編① 久御山町総合体育館

9月17日(土) バ ド ミ ン ト ン 編 ② 久御山町総合体育館

10月1日 (土) 卓球編② 久御山町総合体育館

1 5 日 ( 土 ) バレーボール編②

グ ラ ウ ン ド ・ ゴ ル フ 編 ②

久御山町総合体育館

久御山中央公園野球場11月19日 (土)

2 月 4 日 ( 土 ) サッカー編 久御山中央公園野球場
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1 図書館の概要

(1)図書館の沿革

久御山町においては、昭和54年に開設した「中央公民館図書室」の利用が年々増

加し、手狭になったため、 同室を増改築のうえ、昭和61年5月に 「久御山町立図書

館」 として独立させるとともに、移動図書館さざんか号の運行を開始しました。

平成11年8月には、生涯学習施設「久御山町ふれあい交流館ゆうホール」 内に移

転開館し、 施設・設備及び蔵書等の充実を図る一方、祝日開館や平日の開館時間延長

を行うなど利用者ニーズへの対応に努めました。 

また、 利用者が年々減少の一途にあった移動図書館は、 平 成 1 4 年 3 月 末 を も っ て

廃 止 す る と と も に 、  平成14年4月からは障害のある人や要介護認定を受けている人

などを対象に図書を自宅まで配送する新しいサービスを開始しました。

平成16年度からは、 保健事業との連携により、 3 ̃ 4 か 月 児 と 保 護 者 を 対 象 と す

る 「 ブ ッ ク ス タ ー ト 事 業 」 を 実 施 し て い ま す 。  ・

さ ら に 、  平 成 1 9 年 3 月 に は  「久御山町子どもの読書活動推進計画」、平成25年3

月には第二次推進計画、そして平成31年3月には第三次推進計画を策定し、家庭 -
学校 - 地域における子どもの読書活動の推進に取り組んでいます。

また、平成27年10月には図書館ホームページを開設し、・ イ ン タ ー ネ ッ ト 予 約 ・ 検
索システムの導入により、より一層のサービスの向上に努めています。

(2)施設の概要

【図書館専用部分】

1 階  開架室(カウンター、幼児・児童・一般コーナー)

対面朗読室 .

事務室等(事務室、ミーティングルーム、和室等)

閉架書庫等

2 階 . 閉架書庫等

学習室

お話し室

機械室

(3)開館時間

火曜日̃金曜日

土 曜 ・ 日 曜 ・ 祝 日

( 4 )休館日

月曜日 ・

・ 1 2 月 2 8 日̃ 1 月 4 日

5 0 7 . 2 7 ㎡

9 . 3 6 ㎡

1 1 7 . 9 5 ㎡

2 7 . 1 8 rrf
計 6 6 1 . 7 6 ㎡

1 3 6 . 1 5 ㎡

3 1 . 1 0 ㎡

1 7 . 5 8 ㎡

3 9 . 0 9 ㎡

計 22 3 . 9 2 ㎡

総床面積 8 8 5 . 6 8 ㎡

午 前 9 時 3 0 分 ̃ 午 後 7 時

午 前 9 時 3 0 分 ̃ 午 後 5 時

・毎月末日 (月曜の時は翌日)

特別整理期間(館長が別に定める期間)

1



2 令和4年度 図書館事業計画

・ 事業名 実施日 ・場所 実施内容

テーマを月毎に設定し、 テーマにちなんだ図
書の展示、 貸出を行う。
また、即時の話題に対応するミニ展示も行
う o

テーマ図書展示
年 間

テーマ図書架ほか

読書啓発活動 年 間
広報くみやまによる新刊書案内やオススメ本
掲載により啓発を行う。

毎 月 1 回  (主に第4土曜日)
午前10時30分̃11時

お話し室

幼児・児童を対象に、 図書館ボランティアが
絵本・紙芝居等の読み聞かせを行う。

おはなし会

おりがみの会
年 3 回

ゆ う ホ ー ル ボ ラ ン テ ィ ア ル ー ム

季節を感じる作品や絵本にちなんだ作品を折
り 、 関 連 図 書 等 の 紹 介 ( プ ッ ク ト ーク ) を 行
う 0

子育て支援課と連携し、 3 ̃ 4 か 月 児 健 診 時
に、 絵本の読み聞かせを行い、 ブ ッ ク ス タ ー
ト パ ッ ク ( 絵 本 - おすすめの絵本紹介冊子・
子育て 情報 パ ン フ レ ッ ト 等 ) を 配 布 す る 。

ブ ッ ク ス タ ー ト
. 毎 月 1 回
町保健センター

子育て支援事業への協力
毎 週 1 回

あいあいホール

子育て支援課が実施する 「絵本を楽しむ日」
への協力として、絵本の読み聞かせ等を行
う 0

年 3 回
町保健センター

子育て支援課が実施する「パパ&ママ教室」
事業への協力として、妊娠に関する絵本の読
み聞かせ及び出産後の図書館との関わり等の
説明を行う。 また、 参加親子への読み聞かせ

も 行 う 。

保健事業への協力

毎 月 1 回
町保健センター

子育て支援課が実施する3歳児健診時に、 絵
本紹介冊子を配布する。

学校との連携による子ど
もの読書活動の推進

年 間
子どもの読書活動の推進のため、読書啓発事
業への職員派遺、 図書の団体貸出等を行う。
また、 学校司書等との連絡会を実施する。

図書館講座
年 3 回

ゆ う ホ ー ル ミ ー テ イ ン グ ル ー ム

子どもの読書活動推進のための講座をはじ
め、暮らしに役立ち図書館をより便利に活用
してもらえるよう講座を実施する。

図書配送サー ビス
年 間

(配送日:毎週火・金曜日)
障害等によ り図書館利用が困難な人を対象に
図書の自宅等への配送を行う。

「子ども読書の日」
記念行事

図書展示
4月23日 (土)̃5月15日 (日)

おたのしみ会 .

5 月 8 日  ( ・日)

「子ども読書の日」 ( 4月23日)を記念し、
図書展示やおたのしみ会を行う。

図 書 リ サ イ ク ル フ ェ ア 6月18日(土)  ・ 1 9 日 ( 日 ) 除籍図書の無償提供を行う。 

12



事業名 実施日 ・場所 実施内容

「子ども読書本のしおり
コ ン テ ス ト 」 巡 回 展 示

7 月 7 日  ( 木 ) ̃ 1 3 日  (水)
ゆうホール展示コーナー・図書館内

京都府図書館等連絡協議会主催の第1o回 コ ン
テストの入賞作品の展示を行う。

中学生職場体験学習受入 未定
中学校生徒の職場体験学習を受け入れる。

(久御山中学校等) .

資料の貸出等によりスタンプを押印し、 ス タ
ンプがたまった人には抽選で粗品を進呈す
る 。

夏 の ス タ ン プ ラ リ ー 7 月 1 日  ( 金 ) ̃ 8 月 3 0 日 ( 火 )

「読書手帳」の配布

0歳̃中学生の希望者を対象に、-図書館での
貸出分はタイ トル等が印字されたシールを貼
付したり、自分で手書きしたりして読書の記
録をっけることができる 「読書手帳」 を配布

する。

夏 季 ̃

夏のおたのしみ会
8 月 7 日  (日)

ゆうホール交遊室
幼児・児童及び保護者を対象に、 読み聞かせ
やパネルシアター等を行う。

8月18日 (木)
図書館内

ゆ う ホ ー ル ボ ラ ン テ ィ ア ル ー ム

4年生以上の児童で希望者 ( 4 ̃ 6 名 程 度 )
を対象に、図書の貸出・返却及び装備など、
図書館業務の体験学習を行う。

子ども一日図書館員

お気に入りのぬいぐるみと 一緒におはなし会
に参加してもらい、その後ぬいぐるみだけ図
書館に一泊する。 図書館での様子を写真に撮
り、翌日おむかえの際に写真等をプレゼント
し、おすすめの絵本等を紹介する。

ぬいぐるみのおとま り 会
10月29日 (土)

お話し室

10月27日̃11月9日の「読書週間」、11月1
日の 「古典の日」 を記念して図書展示等を行
う 0

読書週間行事 10月下旬̃11月

「 図 書 館 か ら メ リ ー ク リ ス マ ス ! 」  と し て 、
図書・雑誌を借りていただいた方に抽選で粗
品(雑誌の付録カレンダー等)を進呈する。

ク リ ス マ ス 企 画 12月23日 ( 金 ) ̃ 2 5 日  (日)

雑 誌 リ サ イ ク ル フ ェ ア 2月23日 (木・祝)  ・24日 (金) 除籍雑誌の無償提供を行う。

春のおたのしみ会
3月21日 ( 火 ・ 祝 )
ゆ う ホール交遊室

幼児・児童及び保護者を対象に人形劇の上演
及び絵本の読み聞かせ等を行う。
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3 令和3年度 蔵書冊数・利用状況
〇 蔵 書 冊 数 ( 単 位 : 冊 )

<l11111 l ;書分11i置 別 蔵 書 >

分類区分 一般図書 児童図書
0 総 記 2, 028 442
1 哲 学 3,828 406
2 歴 史 8, 526 2, 116
3 社会科学 13,772 2, 189
4 自然科学 6, 818 3.613
5 技 術 10,151 1.393
6 産 業 3, 378 922
7 芸 術 7, 732 2.080
8 言 語 1,273 63a
9 文 学 38. 010 16.496

郷土資料 463 7
参 考 2,031 551
絵 本 15.759
紙芝居 1.060

洋 書 57 363
合 計 98. 067 48.027
総 計 146,094

〇 利 用 状 況 ( 単 位 : 冊 、  点)

A V 資 料 資 料 数 ( 点 )

ビデオ 1. 199
D V D 1. 327
C D 2. 777

カ セ ッ ト 451
合 計 5, 754

( 84タイトル)

W新 聞 io紙

総資料数 153, 977 点
(新聞を除く)

開館日数 一般図書 児童図書 雑誌 AV資料 合 -  計
4 月 1.7 2,329 1,574 505 245 4, 653
5 月 0 293 133 37 7 470
6 月 25 2,247 1,776 614 187 4, 824
7 月 26 2,468 2,418 611 260 5, 757
8 月 25 2,941 3,117 678 214 6, 950
9 月 25 2,552 1,910 680 205 5, 347
10月 26 2,477 2,036 546 291 5.350
11月 24 2,260 2,004 548 283 5, 095
12月 23 2,457

2,243

562 293 5, 555
1 月 23 2,503 2,416 546 299 5. 764
2 月 23 2,468 2,047 515 271 5, 301
3 月 25 2,690 2,050 574 282 5.596

合 計 262 27,685 23,724 6,416 2,837 60, 662
月平均 22 2,307 1,977 535 236 5, 055

※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため4月25日~ 5月31日は臨時休館し、. 予約資料の貸出のみ実施

< -1:一 のイ相.の管出>

団体貸出 2, 671

相互貸借(貸出) 663
合 計 3, 334

総貸出資料数 63, 996 点

14

年 度 貸出資料数

平成28年度 93.819

平成29年度 86.319

平成30年度 84, 123

令和元年度 74. 684

令 和 2 年 度 62. 875

令 和 3 年 度 63, 996



4 図書館指数

〇住民1人当たりの貸出.冊数

〇登録率

〇登録者1人当たりの貸出冊数

〇住民1人当たり の蔵書冊数

〇蔵書回転率

貸出冊数/人 ロ =3.4冊

(町内) 登録者数/大口X100 =75.3%

(蔵書冊数は一般図書と児童図書の合計です。

15

貸出冊数/登録者数 =4.4冊

蔵書冊数/人 ロ =9.4冊

貸出冊数/蔵書冊数=0.4回
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1 中央公民館について

住民一人一人が自己の充実と生活の質を高める生涯学習を推進するため、学習機会・

学習環境の整備と充実及び情報の提供を行うことを目的に設置され、 昭和50年11月にオ

ー プ ン し ま し た が 、 令 和 2 年 9 月 末 日 で 閉 館 と な り ま し た 。

①公民館利用状況

平成28年度 平成29年度 平成30年度 ・ 令和元年度 令和2年度
月

件数 ・ 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員

4 104 1 5 5 21 72 1 1 2 6l 79 12821 76 993 3 26

5 125 3 1 2 2l 106 8 1 8 9l 121 3,675 94 1 6 311 0 ・ 0

6 123 2 1 1 51 104 1 9 4 5l 108 1 4 3 41 90 908 74 568

7 113 1 4 7 7l 125 2 5 7 91 76 789 144 1 6 5 01 85 595

8 131 2 1 3 51 121 2 2 4 91 97 1 5 0 4l 138 2 0 7 31 64 533

9 116 1 7 9 21 110 1 5 9 7l 92 1 0 1 3l 110 1 0 3 01 112 1 2 7 51

10 213 2 5 6 41 168 2 4 7 4l 135 1 2 5 9l 131 967

9
月
末
日
で
閉

. 館

11 220 9 9 1 41 164 7 1 4 5l 157 7 9 8 81 168 4 4 0 91

12 109 1 2 7 6l 106 1 8 1 8l 95 930 149 1 1 2 71

1 165 3 7 2 81 152 3 3 4 81 113 3 0 0 41 150 3 2 5 3l

2 152 2 9 5 21 122 3 3 0 91 106 1 2 6 21 96 792

3 115 1,821 124 ・ 2 0 2 21 82 1 0 2 21 33 136

計 1 6 8 61 34 448l 1 4 7 41 328011 1 2 6 1l 251621 1 3 7 91 189691 3t8 l 2,997
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②令和4年度 文化サークル一覧

サ - ク ル 名 . 内 容 活 動 日 時 登録者数

久御山ハーモニー 合 唱 毎週木曜日 1 0 : 0 0 ̃ 1 3 : 0 0 20名

ク ッ ク ピ ー プ ル
調 理

(ホ'ランティア)
第4火曜日 9 : 0 0 ̃ 1 5 : 0 0 14名

パンサークル パン作り 第3月曜日 9 : 3 0~1 3 : 3 0 . 7 名

SWING HEART' s 軽音楽 第 1 ・ 3 ・ 4 土 曜 日  1 8 : 0 0 ̃ 2 2 : 0 0 1o名

大正琴 すみれ 大正琴 第 1  ・ 3 土 曜 日  1 3 : 0 0 ̃ 1 7 : 0 0 15名

楽書会 書 道 第 2 ・ 4 木 曜 日  1 3 : 3 0 ̃ 1 5 : 3 0 11名

絵手紙サークル ひ ま わ り 絵手紙 第1金曜日 1 3 : 0 0 ̃ 1 7 : 0 0 12名

久御山写真同好会 写 真 第 2 日 曜 日  9 : 0 0 ̃ 1 2 : 0 0 11名

美好会 絵 画 第3土曜日 9 : 0 0 ̃ 1 2 : 0 0 18名

茶道サークル 茶 道 第 2 ・ 4 火 曜 日  1 3 : 3 0̃1 5 : 3 0 8 名

画 友 ク ラ プ 絵 画 第 1 月 曜 日 1 4 : 0 0 ̃ 1 6 : 0 0 9 名

久御山町ピアノ同好会 ピアノ 第 2 ・ 4 月 曜 日  1 0 : 0 0 ̃ 1 2 : 0 0 1o名

久御山町英会話サークル 英会話 第 2 ・ 4 火 曜 日  1 8 : 0 0 ̃ 2 2 : 0 0 9 名

デ ジ カ メ ク ラ ブ  久写御 写 真 第4日曜日 1 3 : 0 0 ̃ 1 7 : 0 0 13名

京都府女性の船
久御山ブロツク

学 習 第3日曜日 9 : 3 0 ̃ 1 2 : 0 0 9 名 .

陶遊会 陶 芸 第 2 ・ 4 金 曜 日  1 3 : 0 0 ̃ 1 7 : 0 0 14名

.陶 芸 ク ラ ブ 陶 芸
第 1 ・ 3
土 . 火曜日 1 3 : 0 0 ̃ 1 7 : 0 0

12名

木曜会 陶 芸 木曜日 1 8 : 0 0 ̃ 2 1 : 0 0 11名

花の会
フラワー

アレンジメント
第2火曜日 9 : 0 0 ̃ 1 2 : 0 0 1o名

Paint ing Bee トールぺイント 第 1 ・ 3 火 曜 日  9 : 3 0̃1 1 : 3 0 8 名

手話サークル いちご 手 話 第 1 ・ 3 水 曜 日  1 9 : 3 0 ̃ 2 1 : 3 0 8 名

※ 令和2年10月から文化サークル活動の拠点施設をふれあい交流館ゆうホール等へ移転
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2 ふれあい交流館ゆうホールの概要

子どもから高齢者まで、 幅広い年齢層の方が 「学び、 遊び、 集 う 」  こ と が で き る

生涯学習施設として、平成11年8月にオープンしました。 ・

ホールや会議室などを有する コミュニティーセンターの役割をはじめ、 子育てに

ついての相談ができる教育相談室,や視聴覚教材鑑賞機能を備えた町立図書館との複

合施設となっています。

また、 ボランティアグループや各種文化サークル等の活動拠点にもなっています。

(1) 名 称 久御山町ふれあい交流館ゆうホール

(2) 所 在 地

(3) 敷地面積

(4) 建築面積

久御山町佐古外屋敷235番地

3,637.82㎡

1452.58rrf1

(5) 床 面 積  3,014.72㎡ 内訳 地 下 1 階
地 上 1 階

2 階
3 階
4 階

13.51rrf (ポンプ室)
1,359.47rrf

926.98㎡
612.91㎡
101.85㎡ (天体ドーム)

(6) 施設内容

【 1 階 】
町立図書館、事務室、喫茶店、淡水魚鑑賞池、歴史展示コーナー

【 2 階 】
交 流 ホ ー ル ( 収 容 人 数 240 人 、 可 動 座 席 2 0 8 席 ) 、 ボ ラ ン テ ィ ア ル ー ム 、
教育相談室、町立図書館(学習室、おはなし室)

【 3 階 】
視聴覚室、メディア工房、交遊室、創作活動室、ミーティングルーム

【 4 階 】
天体ドーム、 屋上天体観測スペース

※太陽光発電 10kwh
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①ゆうホール利用状況

月

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 , 令和3年度

件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員 件数 人員

4 113 1 6 9 7l 118 1 7 3 51 142 2, 392 21 149 110 1 1 7 31

5 114 1 5 2 5l 134 1 6 7 91 126 2 1 0 11 5 39 0 c

6 124 1 9 2 21 135 1 8 9 51 128 2 3 7 91 101 1 1 6 91 45 540

7 128 ・ 1 8 0 2l 135 1 7 6 11 142 2 4 2 41 134 1 8 3 81 154 1 7 9 71

8 97 1 1 7 8l 114 1 6 3 61 124 1 6 4 01 105 841 84 1 0 9 61

9 117 1 9 6 2l 135 1 9 1 51 140 2 8 0 01 124 1 2 1 7l 0 0

10 128 1 6 3 9l 128 1,469 139 1 9 5 2l 155 1 9 9 4l . 166 1,831

11 130 1 6 8 91 129 1 6 4 8l 128 1 8 4 81 148 1 9 4 31 160 1 9 0 91

12 104 1 2 2 51 128 1 9 0 51 124 2 6 1 7l 146 1 8 2 21 135 1 9 5 91

.1 112 1 9 5 91 121 1 8 0 61 129 24771 131 1 4 7 5l 141 1,541

2 138 2 1 8 51 125 1 8 0 11 140 2.0091 139 1 4 2 5l 148 1 3 4 91

3 142 2 1 1 81 154 25211 76 450 161 2 1 6 01 163 1 8 1 01

計 1 4 4 7l 209011 1,556 217711 1 5 3 81 250891 1370l 160721 1 3 0 6l 150051
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3 総合体育館の概要

近年のスポーツ人口の増大に伴い、より一層のスポーツの振興や住民の健康と体力

づ く り に よ る 生 涯 ス ポ ー ツ の 町 づ く り を 進 め る た め 、  平 成 4 年 5 月 に オ ー プ ン し ま し

た。

(1) 名 称 久御山町総合体育館

(2) 所 在 地  久御山町市田新珠城313番地

(3) 敷地面積 5,355.32㎡

(4) 建築面積 2,528.34㎡

(5) 床 面 積  3,833.37㎡ 内訳 1 ,335 .10r r f ( 1階)
1,940.65㎡ ( 2 階 )

466.94㎡ ( 3 階 )
79.06㎡ (PH1階)
11.62㎡ (PH2階)

(6) 施設内容
【 1 階 】

サ ブ ア リ ー ナ ( 1 3 m X 2 3 m ) 、  トレーニングルーム(12mX19m)
ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム 、 事 務 室 、 会 議 室 ( 2 室 )
更衣室、 ト イ レ 、 エ レ ベ ー タ ー

【 2 階 】
メインアリーナ(W32mXD46mXH11m)
放 送 室 ・ 控 室 ( 各 1 室 ) 、  ト イ レ  他

【 3 階 】
観客席(184席)

(7) 施設の利用状況

s メ イ ン
ア リ ー ナ

サブ
ア リ ー ナ

ト レ ー ニ ン グ
ルーム

(登録者数)

ミ ー テ ィ ン グ
ルー ム

合 計会議室

平成29年度 3 9 6 9 21 195111 8,362(180) 3 0 8 81 527 71,180

平成3o年度 376001 219531 8,785(181) 3 4 2 71 1,129 72,894

令和元年度 3 5 0 9 11 2 0 4 6 61 7,376(141) 3 1 2 81 763 66,824

令 和 2 年 度 1 6 4 4 91 1 5 2 4 81 4,505(72) 1 5 5 31 322 - 38,077

令 和 3 年 度 1 5 8 3 11 133381 4,131(70) 1 0 6 21 315 34,677
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4 町民プールの概要

競泳プール、 幼児プール、 流水プール等を備え、 住民のレジャー、- 体力づく り

に幅広く親しんでもらえる施設として、 昭和61年7月にオープンしました。

( 1 ) 名  称

(2) 所 在 地

(3) 設備概要

(4) 開設期間

(5) 利用料金

(6) 利用者数

久御山町民プー ル

久御山町市田新珠城333番地

50mプール/水面積
流水プール/水面積
幼児プーノレ/水面積
管 理 棟/床面積

そ の 他 / ロ ツ カ ー
更衣室

750.00㎡ (50mX15m・ 7 コ ー ス )

793.89㎡(150mX5m・変形)
118.75rrf
340.86rri'(1階)
43.20rri'(2階)

680個
16室

7月15日̃8月31日 午前10時̃午 後 5 時
(7月13日又は7月14日が土曜日の場合には当該土曜日)

一 般
高校生
小 ・ 中 学 生
幼 児 ( 4 ・ 5 歳 )
乳幼児(3歳以下)

500円
300円
200円
100円
無料

区 分

- 般

高 校 生 ※小中学生 ※幼 児 3歳未満 合 計

平成29年度 14,291 229
12,081 3,857

3,233
2,9 ・15 36,606

平成30年度 13,367 ・
292

11,418 3,343
2,654 34,016

2,942

10,347 2,719
令和元年度 1i,462 208

2,552
2,072 29,360

令和2年度 0 0
0 0

0 0
0

0 0
令和3年度 0 0

0
0 0

※小・中学生及び幼児の上段は、有料入場者数で、下段は無料入場者数(ふれあい券)です。
※令和2年度、, 3年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、開設しませんでした。 ・
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5 屋外体育施設の利用状況

〇木津川河川敷運動広場、平成29年度 平成30年度 令和元年度 令 和 2 年 度 令和3年度

野 球 場 56 . 38 50 84 85

府 野 球 場 68 46 107 137 181

球 技 場 79 162 87 97 45

※平成29年度は、 台風による冠水のため、 野球場は、 8 月 8 日 か ら 、  球技場は、 10月24日か
ら翌年3月末まで使用禁止でした。

※平成30年度は、大雨・台風による冠水のため、野球場は、 7 月 7 日 か ら 翌 年 3 月 末 ま で 、
球技場は、 10月から11月末まで使用禁止でした。

※令和元年度は、 台風による冠水のため、 野球場は、 10月12日から翌年3月末まで、 球技場
は、 10月12日から翌年2月末まで使用禁止でした。

※令和2年度は、 台風による冠水のため、 野球場は10月10日から11月末まで、 球技場は10月
10日から10月30日まで使用禁止でした。

〇久御山中央公園等、平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

野 球 場 812 841 803 671 361

庭 球 場 2,875 2,919 2,658 2,031 1,684

町 民 プ ー ル 庭 球 場 556 532 499 589 445
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公益財団法人久御山町文化スポーツ事業団組織図 ・

( 令 和 4 年 6 月 1 日 現 在 )

理事会

理 事 ( 9 名 )

公益財団法人久御山町文化スボーツ事業団役員名簿

( 令 和 4 年 6 月  17 日現在)

役職名 氏 名 役職名 氏 名

理事長 林 勉 理 事 尾 崎 収 二

専務理事 川 崎 治 道 // 大 田 茂 樹

理 事 . 松 本 洋四郎 // 山 根 みゆき

// 山 本 悦 三 監 事 川 崎 隆 治

// 高 月 裕 子 // 中 西 勝

// 山 口 吉 広
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令和4年度 公益財団法人久御山町文化スボーツ事業団事業計画

1 基本方針

地域住民の文化・スポーツの振興と活力ある地域社会の創造を目的とした調査・

研究と各種事業の企画・実施及び地域住民との有機的連帯を図りながら、合理的な

関連各施設の管理運営を図る。 ・

2 事業計画

(1 )文化創造事業

1 季節の料理教室

2 男の料理教室

3 手づくりアロマ教室

4 中医学1教室

5 ちぎり絵教室

6 くみやま歴史講座

7 寄せ植え教室

8 ・  樹木ウォッチング教室

9 レ ト・ ロ音楽教室

1o 食文化講座 寿司教室

11 初めての料理教室

12 手作りお菓子教室

13 きもの着付け教室

14 お茶セミナー

15 コーヒーセミナー

16 スマホ教室

17 スマホ相談会

18 加工食品教室
19 日本酒セミナー .

20 くみやま音楽フェスティバル

21 音楽出前コンサート

22 幼児からのものづくり教室

23 親子で工作教室

2

）12
3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

（ 健康づく り事業

24 小学生(親子)科学教室

25 親子で天体教室 

26 親子でデイキャンプ

27 夏休み科学工作教室

28 小学生ものづくり教室

29 博物館見学ツアー

30 . 小学生フラワーアレンジメント教室

31 太陽観察会

32 週末の星空観察会

33 木津川観察教室

34 身近な野鳥観察会

35 プランターで野菜を作る教室

36 陶芸チャレンジ教室

37 植物画を描く教室

38 歩き遠足

39 フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト 教 室

40 大人ビデオ鑑賞教室

41 文化施設見学会

42 大人ものづくり教室

43 童謡を楽しむ会

44 脳 若 返 り プ ロ ジ ェ ク ト

45 優秀映画鑑賞事業

ヨガ・ストレッチ教室 ( 春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬 季 )

ヨガ教室(夜間の部)

ピ ラ テ ィ ス 教 室 ( 前 ・ 中 ・ 後 期 )

ピラティス教室(夜間の部)

エアロビクス&ナチュラルェクササイズ教室

健康エクササイズ教室 (夜間の部)

体幹トレーニング教室

体幹トレーニング教室(夜間の部)

トレーニング機器使用講習会&相談日(午前・夜間の部)

親子ふれあい体操教室

キッズダンス教室

小学生サッカー教室

小学生バドミントン教室
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14 小学生バレーボール教室

15 小学生ソフトテニス教室 .

16 小学生バスケットボール教室

17 小学生卓球教室
18 小学生体力測定デー

19 ランニング教室

20 フ ラ ダ ン ス 教 室 ( 春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬 季 ・ 夜 間 の 部 )

2 1 健 康 体 操 教 室 ( 前 ・ 中 ・ 後 期 )

22 体育館開放スポーツデー

23 スポーツに親しむ日〔町共催〕

( 3 )受託事業 .

ふれあい交流館ゆうホール、総合体育館、町民プール、 中央公園野球場等の文

化スポーツ施設の指定管理者としての管理運営
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教育機関等所在地

名 称 所 在 地

久御山町島田ミスノ38番地

久御山町島田ミスノ38番地
・学校教育課

gakkyo@town.kumiyama.lg. j p

電 話

075-631-61i1
0774-45-0001

F A X

632-1899久御山町役場

075-631-9974
0774-45-3917

631-6129久御山町教育委員会

・生涯学習応援課
shogai@town.kumiyama.lg. j p

075-631-9980
0774-45-3918

0774-45-0002久御山町ふれあい交流館
ゆ う ホール

久御山町立図書館

久御山町佐古外屋敷235番地 46-5610

久御山町佐古外屋敷235番地 0774-45-0003 46-5690

久御山町教育相談室
(ふれあい交流館

ゆうホール2階)
久御山町佐古外屋敷235番地

久御山町市田新珠城333番地

0774-46-5640 46-5640

久御山町民プール 0774-45-0900

久御山町総合体育館 久御山町市田新珠城313番地 0774-44-3700 44-2203

み ま き こ ど も 園 久御山町相島曽根東10番地 075-631-4531 631-4531

さ や ま こ ど も 園 久御山町佐古田中2番地 0774-43-8644 43-8644

と う ず み こ ど も 園 久御山町佐古清水96番地2 0774-44-4966 44-4966

御牧小学校 久御山町相島曽根19番地 075-631-2275 631-0046

佐山小学校 久御山町佐古内屋敷56番地 0774-43-1717 43-1737

東角小学校 久御山町佐古東角12番地 0774-43-8645 43-8647

久御山中学校 久御山町坊之池高河原7番地 075-631-7207 631-7246

府立久御山高等学校 久御山町林北畑 0774-43-9611 43-9619

御牧仲よし学級

佐山仲よし学級

久御山町相島曽根19番地 075-631-0755 631-0755

久御山町佐古内屋敷56番地
0774-44-4255
0774-46-1273

44-4255

東角仲よし学級 久御山町佐古東角12番地
0774-44-5987
0774-45-4850

44-5987

旧山田家住宅 久御山町東一 ロ35番地
久御山町教育委員会

生涯学習応援課

京都府山城教育局 京田辺市田辺明田1番地 l0774-62-0008 62-9207
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令 和 4 年 9 月  発行

久御山町教育委員会




